
Title 業績リスト(2005)

Author(s)

Citation 大阪大学看護学雑誌. 2006, 12(1), p. 79-106

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/56658

rights ©大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



大 阪 大 学 看 護 学 雑 誌Vbl.12No.1(2006)

業績 リス ト(2005)

看護実践開発科学講座 BabaK,OginoS,EnomotoM,ImaiT,SoN,IshikawaY,
 

TakenakaY,MandaiT,CrawfordB:Comparativestudyof
 

1論 文 twoJapaneserhinoconjunctivitisquality-of--lifequestionnaire.
 

1.学 術論文 ActaOto-Laryngologica125,2005:736-?44 

1)MiwaRyo,KazuhisaMaeda,TomohiroOnda,Mitsuhiro 10)MakimotoK,AshidaN,NahidN,TsuchidaT,Sekikawa 

Katashima,AkikoOkumiya,MakotoNishida,Tohru A.Developmentofnosocomialoutbreakinvestigation
 

Yamaguchi,TohruFunahashi,YujiMatsuzawa,Tadashi database.JournalofHospitalInfection.57:215-219,2005
 

Nakamura,IichiroShimomura.ANewSimpleMethodfor 11)KaoruFujisaki,KazuhikoFujisakiTheCurrent
 

themeasurementofVisceralFatAaccumulationby ConditionofAdultAsthmaPatients:HealthStatus,
 

BioelectricalImpedance,DiabetesCare2004;28(2) SymptomsManagement,andAntiasthmaticPrescription
 

451-453 TheJapaneseJournalofFamilyPractice2005;II
 

2)MISUZUNAKAMURA,YOSHIHIROKIDO, (2):10-20

MASAHIKOYANG,andYOSH-NORIHOSOYA 12)遠 藤 淑 美 慢 性 的 に 統 合 失 調 症 を 有 す る 人 の 自 我 発 達

Reliabilityandvalidityofanewscaletoassess を 支 援 す る 看 護 援 助 の 構 造.日 本 精 神 保 健 看 護 学 会 誌,

postoperativedysfunctionafterresectionofupper 2005年14巻1号,11-21頁

gastrointestinalcarcinoma,SurgeryToday,2005,7;35: 2.会 議 録

535-542 1)OginoS,FukuiH'Comparisonoftheof丘ca(yand 

3)中	 村 美 鈴,城 戸 良 弘 上 部 消 化 管 が ん 患 者 の 手 術 後 の sedativepotentialofantihistaminesusingthevisual 

生 活 で 困 っ て い る 内 容 とそ の 支 援,自 治 医 科 大 学 看 護 analoguescale(VAS).AllergyClinImmunolInt:JWorld 

学 部 紀 要2005,11第3巻,p19-31 AllergyOrg,Supplement1,2005,267 

4)池 田 七 衣,門 田 亜 矢,荻 野 敏WEBサ イ トに よ る 花 2)MondenA,NaganoT,OginoSTherelationbetween 

粉 飛 散 情 報 の 提 供 と,ア ク セ ス 数 お よ び 患 者 動 態 ア QOLanddepressioninpatientswithatopicdermatitis 

レル ギ ー.2005年54巻5号464-470頁	 usingtheSF36andtheselfdepressionscale.Allergy 

5)Yara旦,NakagawaS,KobayashiY,OginoS,TonoikeM	 ClinImmunolInt:JWorldAllergyOrg,Supplement1, 

Corticalactivitiesassociatedwithemotionalprosody 2005,41

processing:aMEQstudy.InternationalCongress 3)芦 田 信 之,牧 本 清 子,鈴 木 み ず え,川 原 武ICタ グ を

Series1278,2005;31-34 用 い た 徘 徊 老 人 の 施 設 内 で の 行 動 モ ニ タ リ ン グ,第1

6)角 谷 千 恵 子,荻 野 敏,嶽 良 博,池 田 浩 巳,榎 本 雅 回 ユ ビ キ タ ス 医 療 シ ン ポ ジ ウ ム.p73(2005)2005年4

夫 ス ギ 花 粉 症 に お け る ア ウ ト カ ム 研 究(第3報)一 巻22-23頁,東 京

ス ギ 花 粉 症 症 状,QOLの 地 域 間 比 較.ア レ ル ギ ー 4)山 本 由 佳,奥 宮 暁 子,鈴 木 純 恵 が ん で 夫 を 亡 く した

2005年54巻6号541-550頁	 妻 の 心 理 一 告 知 か ら 再 建 ま で 一 日 本 看 護 研 究 学 会 誌

7)荻 野 敏,他24名 ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎 患 者 に お け る 2005年7月98頁

QOL研 究(第1報)一 ス ギ 花 粉 飛 散 期 の エ バ ス チ ン初 5)金 子 昌 子,黒 木 淳 子,鈴 木 純 恵 看 護 学 生 の 死 生 観 か

期 投 与 と 非 投 与 の 比 較.耳 鼻2005年51巻4号 ら み た 死 の 準 備 教 育 内 容 の 検 討 日 本 看 護 学 教 育 学 会

288-299頁 2005年7月113頁

8)角	 谷 千 恵 子,荻 野 敏,池 田 浩 巳,榎 本 雅 夫 ス ギ 花 6)金 子 昌 子,黒 木 淳 子,市 村 久 美 子,丹 下 幸 子,鈴 木 純

粉 症 に お け る ア ウ トカ ム 研 究(第4報)一 就 労 者 にお 恵 急 性 期 看 護 学 実 習 に お け る 学 生 の 学 び 一 感 想 文 の

け る ス ギ 花 粉 症 の 労 働 生 産 性 に 対 す る 影 響.ア レ ル ギ 内 容 分 析 を 通 して 一2005年7月251頁

ー .2005年54巻7号627-635頁	 7)慢 性 期 看 護 学 実 習 に お け る 学 生 の 学 び 一 感 想 文 の 内 容

9)OkudaM,OhkuboK,GotoM,OkamotoH,KonnoA,	 分 析 を 通 し て 一 紙 野 雪 香,鈴 木 純 恵,金 子 昌 子,丹 下 
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幸子,市 村久美子,黒 木淳子 看護学教育学会誌2005

年7月163頁

8)金	 子昌子,黒 木淳子,鈴 木純恵 地震の揺れが病床環

境 に及ぼす影響に関する基礎研究一輸液スタンドに焦

点をあてて一 第25回 日本看護科学学会学術集会講

演集2005年12月336頁

9)遠	 藤淑美 統合失調症患者の自我発達の支援のための

アセスメントおよび援助 に関するチェックリス トの試

用,第15回 日本精神保健看護学会抄録集,2005年26-27

頁

10)遠 藤淑美,坂 田三允,吉 本照子,酒 井郁子,杉 田由加

里 悪性腫瘍を合併 した闘争失調症患者の施設と看護

の実態,第25回 日本看護科学学会学術集会講演集,

2005年170頁

11)師	 岡友紀 退院時における患者のInformationNeeds

日本健康心理学会第18回 大会・日本心理医療諸学会連

合第18回 学術大会 合同大会発表論文集116頁

3.研	 究報告

1)江	 川隆子,荻 野敏,奥 宮暁子,宮 川潤一郎,紙 野雪香,

上原淳子,成 田伸,田 中マキ子,小 平京子,本 田育美,

木村義,武 田岳雪,熊 倉昌彦 糖尿病性神経,血 管合

併症に関する新しい看護診断指標の地域間較差の研究,

平成13～16年 度科学研究費補助金,基 盤研究(B)(2)

課題 番 号13470535

4.大	 学 ・研 究 所 等 の報 告 な し

5.解	 説 ・総 説

1)荻	 野 敏 何 故,QOLか?耳 鼻 免 疫 ア レル ギ ー

2005年23巻1号35-36頁

2)荻	 野 敏,岩 田伸 子,玉 城 晶子 抗IgE療 法 ア レル

ギ ー ・免疫2005年12巻2号211-215頁

3)荻	 野 敏 花 粉 症 とQOLMedicalNews2005年


382号12-14頁


4)荻	 野 敏,矢 倉 晴 子 ア ス ピ リン喘 息 と耳 鼻 咽 喉 科 の

か か わ りMBENT2005年46号8-12頁

5)荻	 野 敏,菊 守 寛,馬 場 謙 治 花 粉 症 治療 にお け る

ヒ ト化 抗 体 療 法 の 現 況 と 将 来 展 望 ア レ ル ギ ー 科

2005年19巻1号64-68頁

6)荻	 野 敏SF36を 用 い た 鼻 ア レル ギ ーQOLに つ いて

Prog.Med.2005年25巻868-872頁

7)荻	 野 敏 ア レル ギー 性 鼻 炎 の 漢 方 療 法 ア レル ギ ー

の臨 床2005年25巻9号735-739頁

8)荻	 野 敏 ス ギ花 粉 症 に対 す る 抗IgE抗 体 療 法.日 耳

鼻 専 門 医 通 信2005年83号18-19頁

9)荻 野 敏 ア トピー 性皮 膚 炎 にお け る鼻 粘 膜 反 応 性.

皮 膚 の科 学2005年4巻 増刊5号19-24頁

10)荒 木 田美 香 子,鈴 木 純 恵,伊 藤 美 樹 子,山 口雅 子 看

護 教 育 にお け るDistanceEducation導 入 の検 討 看 護

教 育2005年7月

6.そ	 の 他

1)遠	 藤淑 美 名 古 屋 大 学 講 義,ア ドレ リア ン,2005年

18巻4号299-302頁

ll著 書

1.一	 般著書 なし

2.専	 門著書

1)藤	 崎 郁 乳がん患者へのトータルアプローチ エキ

スパー トナースをめぎして 射場典子,長 瀬慈村監修

2005年195-201頁PILARPRESS

2)遠	 藤淑美 リハ ビリテーションにおける「あなた」と

「私」 酒井郁子編「超 リハ学」2005年3-11頁 文光堂 

3).遠藤淑美 統合失調症患者の自我発達を支援す る,酒

井郁子編 「超リハ学」2005年271-281頁 文光堂

3。教科書

1)奥	 宮暁子,師 岡友紀 吸入,坪 井良子編 考える看護

技術II(第3版)2005年489-504頁 ヌーベル ヒロカ

ワ

2)奥	 宮暁子,師 岡友紀 吸引,坪 井良子編 考える看護

技術II(第3版)2005年505-520頁 ヌーベルヒロカ

ワ

3)奥	 宮暁子 リハビリテーション看護における障害の概

念 石鍋圭子,野 々村典子編 リハ ビリテーション看

護研究1改 訂版 リハビリテーション 看護の新し

い視座2005年8-15頁 医歯薬出版

4)安	 藤史子,鈴 木純恵,吉 田澄恵編 成人看護学 健康

危機状況 メディカ出版

5)安	 藤史子,鈴 木純恵,吉 田澄恵編 成人看護学 セル

フマネジメント メディカ出版

6)標	 準保健師講座 別巻2疫 学・保健統計 牧本清子,

尾崎米厚,芦 田信之著 医学書院2005


(翻訳)


1)奥	 宮暁子監訳ARN(ア メリカリハビリテーション看

護師協会)編 『リハビリテーション看護の実践:概 念

と専門性を示すARNの コアカリキュラム』 全431

頁RehabilitationNursingcoreCurriculumARN


2000日 本看護協会出版会


2)奥	 宮暁子 第21章 米国におけるヘルスケアの変化と 
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リハ ビ リテ ー シ ョ ンナ ー ス に対 す る影 響377-385頁

第22章 リハ ビ リテ ー シ ョ ン看 護 の過 去 ・現 在 ・未 来

386-3951頁 付 録B社 会 資 源

lll招 聘講演 ・シンポジウム等

1.国 際学会 なし

2.国 内学会

1)荻	 野 敏 招聘講演QOLか らみたスギ花粉症薬物

治療の有用性 学術講演会 「花粉症を考える」.2005

年1月,福 井市

2)荻 野 敏 招聘講演 アレルギー性鼻炎 にお ける

QOL一 スギ花粉症のQOLと 背景因子.2005年1月,

和歌山市

3)荻	 野 敏 招聘講演QOLか らみたスギ花粉症薬物

治療の有用性 花粉症を考える学術講演会.2005年1

月,深 谷市

4)荻	 野 敏 招聘講演 アレルギー性鼻炎の診断と問題

点 アレルギー勉強会.2005年2月,大 阪市

5)荻	 野 敏 招聘講演QOLか らみたスギ花粉症薬物治

療の有用性 垂水区医師会生涯教育講演会.2005年2

月,神 戸市

6)荻	 野 敏 招聘講演 アレルギー性鼻炎 の薬物治療

花粉症 フォーラムin大 阪.2005年2月,大 阪市

7)荻	 野 敏 花粉症 「スギ花粉大飛散にそなえて」 第

11回 「アレルギー週間」市民公開講座.2005年2月,

大阪市

8)荻 野 敏 招聘講演QOLか らみたスギ花粉症薬物

治療の有用性 花粉症を考える会.2005年2月,高 松

市

9)荻	 野 敏 招聘講演 「花粉症とQOL」 第23回 日

本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会公開講座.2005年3

月,岡 山市

10)荻 野 敏 招聘講演Oneairway,onedisease一 耳鼻

科か らみたアスピリン喘息 第8回 東京城南喘息 ・ア

レルギー研究会.2005年3月,東 京都

11)荻	 野 敏 招聘講演 スギ花粉症とQOL第70回 日

本耳鼻咽喉科島根地方部会学術講演会.2005年3月,

松江市

12)荻 野 敏 スギ花粉症 と患者のQOL日 本医師会生

涯教育講座 ・朝日医学セミナー.2005年3月,広 島市

13)荻 野 敏 アレルギー性鼻炎における新しい治療 平

成17年 度第3回 「現代医学講座」.2005年6月,大 阪

市
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14)荻 野 敏 特別講演 「QOLか ら見たアレルギー性鼻炎

治療」 エバステルOD錠 新発売記念学術講演会 『抗

アレルギー薬とQOL』.2005年7月,宇 都宮市

15)荻 野 敏 特別講演 「アレルギー性鼻炎治療のエンド

ポイント」 エバステルOD錠 新発売記念学術講演会

『アレルギー性疾患の治療戦略一そのエンドポイント

とは』.2005年7月,豊 中市

16)荻 野 敏 特別講演 「日常診療におけるアレルギー疾

患治療のこつ」『日常診療におけるアレルギー性鼻炎治

療のこつ』 メディカル トリビューンアレルギーセミ

ナー.2005年9月,福 岡市

17)荻 野 敏 招聘講演 「耳鼻科領域における漢方治療」

漢方領域別セミナーSection1.2005年9月,大 阪市

18)荻 野 敏 招聘講演日常診療におけるアレルギー疾患

治療のコツ 「日常診療におけるアレルギー性鼻炎治療

のコツ」 メディカル トリビューンアレルギーセミナ

ー.2005年9月,福 岡市

19)荻 野 敏 招聘講演 「アレルギー治療の最前線一日常

よく遭遇するアレルギー疾患の診断と治療」r鼻アレル

ギーの最近の治療一患者の立場にたって』アレルギー

研究会2005鳥 取.2005年11月,鳥 取市

20)荻 野 敏 招聘講演「アレルギーって知っていますか」

平成17年 度伊丹市高年者福祉大会.2005年11月,伊

丹市

21)荻 野 敏 招聰講演 「アレルギー性鼻炎治療一患者は

どのような治療を望んでいるか」.学術講演会2005

年11月,岡 山市

22)荻 野 敏 招聘講演 「スギ花粉症(鼻アレルギー)にお

ける抗 アレルギー薬選択の新たな考察一QOL評 価 と

「患者満足度」の観点を中心に」大阪府保険医協会「今

日の耳鼻咽喉科外来診療(10)」.2005年11月,大 阪市

23)荻 野 敏 招聘講演 「花粉症のQOL」 岐阜大学技術

交流研究会 第4回 「環境情報活用研究会」第4回 テ

ーマ 「花粉症対策」.2005年12月,岐 阜市

24)奥 宮暁子 招聘講演 運動機能回復への援助 リハビ

リテーション専門看護 看護職のアイデンティテ ィ

日本看護協会神戸研修セ ンター2005.5.24

25)奥 宮暁子 招聘講演 疾病 ・障害を持つ人の生活支援

の視点について一QOLの 向上をめざして一 難病等

在宅療養者食生活支援研修会2005.6.24

26)奥 宮暁子 招聘講演 リハ ビリテーション看護 一臨床

で必要な 日常生活援助の視 点 一 秋 田県看護協会 

2005.7.15 
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27)奥 宮暁子 招聘講演 「うまくとれていますか?あ な 6)TsukasakiK,KidoT,MakimotoK,NaganumaR. 

たの睡眠 ・眠 りと目覚めの健康」 こころとからだの Caregivers'ambulatorybloodpressureinrelationto 

リラックス講座 寝屋川保健所2005.12.7 hypertensionstatus.The3rdInternationalCongresson 

28)牧 本清子 特別講演 看護ケアの見直しによるカテー CommunityHealthNursingResearch,TokyoOct.1-2, 

テル感染の予防 九州大学看護研究会.2005年12月, 2005 

博多 7)TsuchidaT,MakimotoK,YoshidaS,OhsakoS. 

29)牧 本清子 特別講演 ケア改善のためのサーベイラン Relationshipbetweencathetercareandcatheter-related 

ス血流感染と尿路感染防止のカテーテルケア 第3回 urinarytractinfectionatJapaneseacutecarehospitals.

静岡愛知感染対策研究会.H17年6月,浜 松 第32回AssociationforProfessionalsinlnfectionControl 

30)牧 本清子 モーニングセミナー 欧米に学ぶアウト andEpidemiology,Baltimore,June 

ブレイク調査と対策:ア ウトブレイクデータベースの 8)KaoruFujisaki,KazuhikoFujisakiBodyImage 

構築 環境感染学会.2月,神 戸 DisturbanceinAsthma:AComparisonofAsthmaticand 

31)遠 藤淑美 見えないものを見えるように一統合失調 Non-AsthmaticIndividualsThe8thEastAsiaForum 

症を病む人の自我発達を支援する看護援助の構造から, OnNursingScience(EAFONS)meeting,February2005, 

千葉看護学会企画千葉大学看護学部創立30周 年記念 Seoul,Korea 

シンポジウム 「看護実践を研究する一質的研究方法に 9)KaoruFujisaki>KazuhikoFujisaki>TamikiOshima 

焦点をあてて」.2005年 CurrentAntiasthmaticPrescription,HealthStatusand 

SymptomsManagementamongAdultsAsthmaticsin
 

lV学 会 一 般 演 題 JapanWONCAAsiaPacificRegionalConferenceMay
 

1.国 際 学 会	 2005,Kyoto 

1)OginoS,FukuiHComparisonoftheefficacyand 10)KaoruFujisaki>KazuhikoFujisaki>TamikiQshima
 

sedativepotentialofantihistaminesusingthevisual Health-RelatedQualityofLifeandDiseaseManagement
 

analoguescale(VAS).The19thWorldAllergy ofAdultsAsthmaPatientsAccordingtoSeverity
 

OrganizationCongress,June2005,Munich,Germany WONCAAsiaPacificRegionalConferenceMay2005,
 

2)Monden	 _△,NaganoT,Og血oSTherelationbetween Kyoto

QOLanddepressioninpatientswithatopicdermatitis 2.国 内 学 会

usingtheSF㌧36andtheselfdepressionscale.The19th 1)荻 野 敏1>合 併 症 か ら み た 治 療 反 応 性:ア ト ピ ー

WorldAllergyOrganizationCongress,June2005,Munich, 性 皮 膚 炎 に お け る 鼻 粘 膜 反 応 性 ア ト ピー 性 皮 膚 炎 治

Germany 療 研 究 会 第10回 シ ン ポ ジ ウ ム.2005年1月,豊 中 市

3)FFiit,MakhnotoM,HotokebuchiT,SatoK.	 2)荻 野 敏 ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎 に お け る 各 鼻 症 状 の 程 度

Experiencesofpatientsundergoingtotalhiparthroplasty 分 類 で の 問 題 点 第23回 日 本 耳 鼻 咽 喉 科 免 疫 ア レル

(THA)inJapan.InternationalCouncilofNurses23rd ギ ー 学 会.2005年3月,岡 山 市

QuadrennialCongress,Taipei,Taiwan,21-27May2005	 3)門 田 亜 矢,荻 野 敏,池 田 七 衣 一 般 開 業 医 に お け る

4)KanzakiH,MakimotoK,TakemuraT,AshidaN.Daily	 小 児 ア レル ギ ー 性 鼻 炎 の 実 態 第23回 日 本 耳 鼻 咽 喉

copingstrategiesamongJapaneserheumatoidarthritis 科 免 疫 ア レル ギ ー 学 会.2005年3月,岡 山 市

womenusingtheInternetfordatacollection. 4)池 田 七 衣,門 田 亜 矢,荻 野 敏Webサ イ ト に お け る

InternationalCouncilofNurses23rdQuadrennial 花 粉 症 情 報 提 供(第4報)-2003年 と2004年 の 比 較

Congress,Taipei,Taiwan,21-27May2005 第23回 日本 耳 鼻 咽 喉 科 免 疫 ア レル ギ ー 学 会.2005年

5)Nomura	 __M,KatoM,NishimuraM,MakimotoK. 3月,岡 山 市

Community-basedgroupactivitiesandteam-approachin 5)荻 野 敏,有 本 啓 恵,入 船 盛 弘,大 川 内 一 郎,菊 守 寛,『

theempowermentoftheelderlywithearly-stage 瀬 尾 律,玉 城 晶 子,竹 田 真 理 子,馬 場 謙 治 一 般 開

dementia.The3rdInternationalCongressonCommunity 業 医 に お け る 小 児 ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎 の 実 態 第55回

HealthNursingResearch,TokyoOct.1-2,2005 臨 床 ア レ ル ギ ー 研 究 会(関 西).2005年4月,大 阪 市 
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6)荻	 野 敏 イブニングシンポジウム2『 アレルギー疾

患のQOL』 耳鼻科領域:花 粉症とQOL第17回 日

本アレルギー学会春季臨床大会.2005年6月,岡 山市

7)門	 田亜矢,長 野拓三,荻 野 敏 アトピー性皮膚炎患

者のQOLと うつ一SF-36とSDSを 用いて(第一報)第

17回 日本アレルギー学会春季臨床大会.2005年6月,

岡山市

8)長	 野拓三,門 田亜矢,荻 野 敏 ア トピー性皮膚炎患

者のQOLと うつ一抗 うつ薬の有用性(第二報)第17

回日本アレルギー学会春季臨床大会.2005年6月,岡

山市

9)竹	 田真理子,入 船盛弘,菊 守 寛,馬 場謙治,瀬 尾 律,

玉城晶子,荻 野 敏 アレルギー性鼻炎患者に対する

鼻用クリームの有用性の検討 第17回 日本アレルギ

ー学会春季臨床大会 .2005年6月,岡 山市

10)荻 野 敏,角 谷千恵子,池 田浩巳,嶽 良博,榎 本雅

夫 スギ花粉症におけるOutcome研 究(第4報):ス ギ

花粉症に対する初期療法の医療経済学的予備検討 第

17回 日本アレルギー学会春季臨床大会.2005年6月,

岡山市

11)荻 野 敏,原 田 保,川 内秀之JRQLQを 用いたスギ

花粉症に対する初期投与の有効性(第2報):背 景因子

との関係 第17回 日本アレルギー学会春季臨床大会.

2005年6月,岡 山市

12)藤 井っかさ,岩 田伸子,有 本啓恵,池 田七衣,荻 野 敏

Websiteに おける花粉症情報提供(2003年 と2004年 の

比較)第17回 日本アレルギー学会春季臨床大会.

2005年6月,岡 山市

13)榎 本雅夫,井 出 武,荻 野 敏 和歌山に完成した花

粉曝露室について(第1報)曝 露室内のスギ花粉の分布

第17回 日本アレルギー学会春季臨床大会.2005年6

月,岡 山市

14)荻 野 敏 シンポジウム 『花粉症における初期療法を

考える』 初期療法における抗アレルギー薬(抗ヒスタ

ミン薬)の有用性 第10回 鼻アレルギー治療研究会。

2005年6月,東 京都

15)荻 野 敏,川 内秀之,原 田 保 スギ花粉症に対する

エバスチン初期投与の有効性に影響する背景因子 につ

いて 第67回 耳鼻咽喉科臨床学会.2005年7月,松

山市

16)保	 手浜勝,竹 森利和,平 岡哲也,荻 野 敏 鼻アレル

ギーに対するミス トサウナの効果 第29回 日本医用

エアロゾル研究会.2005年9月,金 沢市

17)平 岡哲也,保 手浜勝,竹 森利和,荻 野 敏 鼻アレル

ギーに対するミス トサウナの効果 第55回 日本アレ

ルギー学会秋季学術大会.2005年10月,盛 岡市

18)入 船盛弘,荻 野 敏 花粉症患者の受療状況(花 粉症

患者はどのような医療機関を受診したいか)第55

回日本アレルギー学会秋季学術大会.2005年10月,

盛岡市

19)藤 井つかさ,荻 野 敏,有 本啓恵,岩 田伸子,大 川内

一郎 ,竹 田真理子,野 瀬道宏,入 船盛弘 花粉飛散ピ

ーク時におけるQOL(SF -8)を 用いて 第55回 日本

アレルギー学会秋季学術大会.2005年10月,盛 岡市

20)荻 野 敏,門 田亜矢,瀬 尾 律,菊 守 寛,馬 場謙治,

玉城晶子 アレルギー性鼻炎における各鼻症状の程度

分類の問題点 第55回 日本アレルギー学会秋季学術

大会.2005年10月,盛 岡市

21)荻 野 敏,榎 本雅夫,井 出 武 わが国で初めての臨

床研究のための花粉曝露室:曝 露室内のスギ花粉分布

第26回 日本臨床薬理学会年会.2005年12月,別 府市

22)門 田亜矢,菊 守 寛,玉 城晶子,岩 田伸子,馬 場謙治,

瀬尾 律,入 船盛弘',竹田真理子,有本啓恵,荻 野 仁,

大川内一郎,荻 野 敏 アレルギー性鼻炎の治験にお

けるプロトコールデザイン:ア レルギー性鼻炎の程度

分類法の比較検討 第26回 日本臨床薬理学会年会.

2005年12月,別 府市

23)泉 憲政,福 井裕行,荻 野 敏,角 谷千恵子VASを

用いた各種抗 ヒスタミンH1受 容体拮抗薬における効

果および副作用の大規模聞き取 り調査 第26回 日本

臨床薬理学会年会.2005年12月,別 府市

24)上 杉裕子,藤 田君支,奥 宮暁子 人工股関節置換術患

者のQOL一 つxfordHipScore日 本語版の信頼性 ・

妥当性一 第31回 日本看護研究学会.2005年,札 幌

25)山 本由佳,奥 宮暁子,鈴 木純恵 がんで夫を亡 くした

妻の心理一告知か ら再建まで一 第31回 日本看護研

究学会.2005年,札 幌

26)福 井良子,河 野春海,石 川ふみよ,奥 宮暁子 外傷性

脳損傷者の主介護者 にとってのソーシャルサポー ト

第31回 日本看護研究学会。2005年,札 幌

27)繁 松奈津子,河 野春海,石 川ふみよ,奥 宮暁子 外傷

性脳損傷者の就労に伴う問題点 第31回 日本看護研

究学会.2005年,札 幌

28)堀 未来,奥 宮暁子,河 野春海,石 川ふみよ(2005)脳

外傷者の主介護者の思い 第31回 日本看護研究学会.

2005年,札 幌 
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29)足 立知枝美,河 野春海,石 川ふみよ,奥 宮暁子 脳外

傷児の親の障害受容過程の影響要因一文献 レビューか

ら一 第31回 日本看護研究学会.2005年,札 幌

30)上 杉裕子,藤 田君支,奥 宮暁子 人工股関節置換術患

者のQOL-OHS,WAMAC,SF36日 本股関節学会.

2005年

31)細 谷好則,中 村美鈴,城 戸良弘,矢 野雅彦,永 井秀雄,

門田守人 食道癌頚部 リンパ節郭清の有無 による術

後機能障害の客観的評価 第59回 日本食道学会学術

集会抄録集189頁,2005年6月,東 京

32)田 口豊恵,小 山恵美,城 戸良弘 大手術を受けた患者

の深部体温変動と回復過程についての考察 第64回

日本公衆衛生学会総会.2005年9月,札 幌

33)中 村美鈴,城 戸良弘 上部消化管がん患者の術後機能

障害評価尺度32項 目の開発と信頼性・妥当性ならびに

その有用性の検討 第15回 近畿輸液・栄養学会講演集,

26頁,2005年10月,大 阪

34)中 村美鈴,城 戸良弘 上部消化管がん患者の術後機能

障害評価尺度の開発過程とその信頼性・妥当性の検討,

第23回 日本看護科学学会学術集会誌,151頁,2005

年11月,青 森

35)芦 田信之,牧 本清子,芦 田好江,福 井誠 山川みやえ,

中川益枝.ICタ グによる福祉施設内での利用者・介護

者の行動モニタリング 第25回 医療情報学連合大会.

2005年11月24-26日,横 浜

36)芦 田信之,牧 本清子,鈴 木みずえ,川 原武ICタ グを

用いた徘徊老人の施設内での行動モニタリング第1回

ユピキタス医療シンポジウム.73頁2005年4月,東

京

37)藤 崎 郁,藤 崎和彦 ボディイメージ混乱度の高い成

人喘息患者の特徴 第20回 日本保健医療行動科学会

大会.2005年6月,東 京都

38)藤 崎 郁,藤 崎和彦 成人喘息患者のボディイメージ

とQOLに ついて 第20回 日本保健医療行動科学会大

会.2005年6月,東 京都

39)西 山佳奈,藤 崎 郁 交通事故遺族の受ける二次被害

の実態と,そ の自助グループの担う機能の特徴につい

て 第20回 日本保健医療行動科学会大会.2005年6

月,東 京都

40)野 村美雪,藤 崎 郁 鉄道運転士の健康問題と労働状

況について の実態調査一運転場面の観察結果よ り一

第20回 日本保健医療行動科学会大会.2005年6月,

東京都

41)遠 藤淑美 統合失調症患者の自我発達の支援のための

アセスメントおよび援助に関するチェックリス トの試

用 第15回 日本精神保健看護学会抄録集,26-27頁,

2005年

42)遠 藤淑美,坂 田三允,吉 本照子,酒 井郁子,杉 田由加

里 悪性腫瘍を合併した闘争失調症患者の施設と看護

の実態 第25回 日本看護科学学会学術集会講演集,

170頁,2005年

43)紙 野雪香,鈴 木純恵,金 子昌子,丹 下幸子,市 村久美

子,黒 木淳子:慢 性期看護学実習における学生の学び

一感想文の内容分析を通 して一第15回 日本看護 学教

育学会.2005年7月,埼 玉

44)師 岡友紀 退院時における患者のInformationNeeds

日本健康心理学会第18回 大会・日本心理医療諸学会連

合第18回 学術大会.2005年9月,神 戸

V受 賞

1)平	 成17年 度北里大学若手研究者研究奨励者賞,紙 野

雪香,2005年5月,北 里大学

Vl特 許 なし

VII共 同研究 ・外部資金

1)日	 韓共同研究によるITを 用いた痴呆性高齢者のケア

質評価指標の開発,牧 本清子,科 学研究費補助金,基

盤研究B,2005-2007年

2)臨	 床におけるカテーテルケアのレベルと尿路感染との

関係の解明,牧 本清子,科 学研究費補助金,萌 芽研究,

2005-2006年

3)看 護師のユニフォーム開発に関する研究,鈴 木純恵,

奥宮暁子,内 田雅子,上 杉裕子,三 井久,川 井秋彦(株)

デサ ント 委任経理金.

4)地 域における高齢者ケアの継続の方法論に関する研究,

遠藤淑美,酒 井郁子,吉 本照子,杉 田由加里 平成17

年度千葉大学看護学部付属看護研究指導センタープロ

ジェク ト.

5)看	 護学生が捉えた早期体験実習における体験の意味,

相原優子,神 里みどり,樋 口香織,新 實夕香理,藤 井

徹也,河 津芳子,遠 藤淑美,勝 山貴美子,渡 邉順子 平

成17年 度名古屋大学医学部保健学科看護学専攻基礎

看護学講座共同研究プロジェク ト.

6)長	 期生存期にある再発がん患者の包括的看護ケアプロ

グラムの開発,紙 野雪香,科 学研究費補助金,若 手研

究(B),2005-2007年 
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1論 文

1.学 術論文

1)SatoruMunakata,OmiWatanabe,KazutomoOhashi, 

HideoMorino.ExpressionofFasligandandBcl-2in 

cervicalcarcinomaandtheirprognosticsignificance.Am 

JClinPatho12005;123(6):879-885 

2)TamamiSatoh,KazutomoOhashiQualityoflife
 

assessmentincommunity-dwellingmiddle-agedhealthy
 

womeninJapan.Climacteric2005;8(2):146-153


3)石	 井京 子,星 和 美,藤 原 千 惠 子,本 田育 美,石 田宜 子

新 人 看 護 師 の 職 務 ス トレ ス 対 処 尺 度 の 作 成 と ス ト レ

ス 反 応 を 規 定 す る 要 因 の縦 断 的 分 析 健 康 心 理 学 研

究2004年17巻2号64-71頁

4)石	 見 和 世,高 田 一 美,文 字 智 子,仁 尾 か お り,高 谷 裕

紀 子,藤 井 恵,高 城 美 圭,高 城 智 圭,河 上 智 香,藤 原

千 惠 子 小 児 と 関 わ る 看 護 師 の職 務 ス ト レス 認 知 一

病 院 ・病 棟 形 態 と状 況 要 因 に よ る 差 異 一 第35回 日本

看 護 学 会 論 文 集 一小 児 看 護 一2005年149-151頁

5)木	 村 澄 子,岩 崎 朋 之,三 島 彩 子,柿 添 真 由美,河 上 智

香,藤 原 千 惠 子 手術 目的 で 初 め て 入 院す る 乳 幼 児 を

も つ 両 親 の 不 安 の 差 異 第35回 日本 看 護 学 会 論 文 集

一小 児 看 護 一2005年213-215頁

6)石	 井 京 子,藤 原 千 惠 子,星 和 美,高 谷 裕 紀 子,河 上

智 香,西 村 明子,林 田 麗,彦 惣 美 穂,仁 尾 か お り,

古 賀 智 影,石 見 和 世 看 護 師 の 職 務 キ ャ リア 尺 度 の作

成 と信 頼 性 お よ び 妥 当 性 の検 討 日本 看 護 研 究 学 会

雑 誌2005年28巻2号21-30頁

7)永	 井 利 三 郎 け いれ ん 性 疾 患 の 予 防 接 種 小 児 科 臨 床

2005年58巻1491-1499頁

8)粟 屋 豊,永 井 利 三 郎 て ん か ん,重 症 心 身 障 害 児 へ

の 予 防 接 種 基 準 脳 と発 達2005年37巻251-256頁

9)永 井 利 三 郎 障 害 を 持 つ 子 ど も の 家 族 へ の 援 助 日

本 小 児 科 医 会 会 報2005年30号195-197頁

10)永 井 利 三 郎 障 害 を 持 つ 子 ど も の 家 族 へ の 援 助 大

阪 小 児 科 医 会 会 報2005年131号26-28頁

11)永 井 利 三 郎 て ん か ん 一 そ の 病 態 と 脳 波 の 特 徴

AnesthasiaNetwork,2005年9巻3号3-7頁

12)西 森 理 恵,中 嶋 有 加 里,栗 本 晶代,堀 口智 子,大 橋 一

友 妊 婦 の体 型 変 化 をふ まえ た運 転 姿 勢 と シー トベ ル

ト着 用 指 導 の検 討 大 阪母 性 衛 生学 会 雑誌2005年7

大 阪 大 学 看 護 学 雑 誌Vb1.12No.1(2006)

月41巻1号66-72頁

13)粟 本晶代,中 嶋有加里,西 森理恵,堀 口智子,大 橋一

友 妊婦の乗車姿勢とシー トベル ト着用方法によるシ

ー トベル ト接触圧と圧迫感の変化 大阪母性衛生学会

雑誌2005年7月41巻1号73-77頁

14)堀 口智子,中 嶋有加里,栗 本晶代,西 森理恵,山 口雅

子,大 橋一友 妊婦用シー トベル ト補助具による腹部

圧迫感軽減の効果一補助具3種 類の検討一 大阪母性

衛生学会雑誌2005年7月41巻1号78-83頁

15)坂 口けさみ,荒 井祐紀,工 藤倫子,上 條陽子,湯 本敦

子,大 平雅美,楊 箸隆哉,島 田三恵子 健康女性にお

ける尿失禁発症の実態とリスク要因について 母性衛

生学会雑誌2005年46巻284-291頁

16)高 橋藤子,島 田三恵子,岩 ヶ谷愛,足 立智美 母親の

母乳分泌感覚と母乳分泌量と補足との関係 ペ リネイ

タルケア2005年24巻 第9号..頁

2.会 議録 なし


3。研究報告


1)藤	 原千惠子,星 和美,石 井京子,高 谷裕紀子,河 上智

香,西 村明子 平成13年 度～平成15年 度科学研究費

補助金 萌芽研究 研究報告書 研究代表者 藤原千

惠子 「看護系大学卒業看護者のキャリア形成に関する

探索的研究」

2)村	 上睦子,島 田三恵子,石 川紀子,他 平成16年 度

厚生労働省看護職員確保対策特別事業 「新人助産師研

修の充実に向けた研修体制の検討」報告書2005年3

月

3)戸	 田律子,杉 本充弘,福 井 トシ子,井 上京子,島 田三

恵子,中 根直子,他 平成16年 度独立行政法人福祉

医療機構(子 育て支援基金)助 成 「いいお産」普及 ・

啓発のための基盤作 り事業報告書2005年3月

4)島	 田三恵子,藤 本栄子 子育てのセルフエフィカシー

を高める出産育児期のケアの質と社会的支援に関する

研究一地域における育児不安の軽減に向けたサポー ト

システムの開発に関する基礎的研究,第35回 三菱財団

事業報告書平成16年 度2005年7月573-574頁

4.大 学 ・研究所等の報告

1)梅	 田英子,藤 村まゆみ,山 口佐代子,大 雲千春,平 林

高子,河 上智香,藤 原千惠子 小児がんで入院中の子

どもを持つ両親の心理状態とコー ピングの特徴 大

阪大学看護学雑誌2005年11巻1号11-17頁

2)小	 谷牧子,隅 陽子,中 井祥子,湯 村佳奈子,東 根華子,

行喙美佳,三 木梨沙;野 村幸子,藤 原千惠子 わが子 
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の 熱 性 け い れ ん を 体 験 した 親 の 気 持 ち と対 応 大 阪

大学 看 護 学 雑 誌2005年11巻1号18-23頁

3)岩	 崎 朋 之,河 上 智 香,木 村 澄 子,三 島 彩 子,柿 添 真 由

美,藤 原 千 惠 子 初 め て 入 院 す る乳 幼 児 を もつ 親 の 不

安 と期 待 す る ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト 大 阪 大 学 看 護 学

雑 誌2005年11巻1号38-42頁

4)河	 上 智 香,西 村 明 子,新 家 一 輝,石 井 京 子,町 浦 美 智

子,大 平 光 子,吉 川 彰 二,上 田恵 子,仁 尾 か お り,藤

原 千 惠 子 レ ジ リ エ ン ス の 概 念 と 今 後 の 研 究 動 向

大 阪大 学 看 護 学雑 誌2005年11巻1号5-10頁

5.解 説 ・総 説

1)中	 嶋 有 加 里,大 橋 一 友 妊 娠 中 の 自動 車 運 転Recent

AdvancesinReproductiveMedicine2005年23巻7

頁

2)炭	 原 加 代,大 橋 一 友 大 学 生 の 性 行 動 と性 意 識 産 婦

人科 の治 療2005年11月91巻5号510-515頁

3)島 田三 恵 子,炭 原 加 代 子 ど もの サ ー カ デ ィ ア ン リズ

ム と育 児 援 助 一 良 い睡 眠 を とる た め の援 助 ・介入 小

児 看 護2005年28巻11号1511-1516頁

6.そ の他 な し

n著 書

1.一 般著書

1)島	 田三恵子 新生児期 に用いられる基本技術 青木

康子 ・加藤尚美 ・平沢美恵編,第3版 助産学体系第

7巻 助産診断 ・技術学1,10章205-235頁 東京

2005年5月 日本看護協会出版会

2)島	 田三恵子 新生児の助産診断とケア 青木康子 ・加

藤尚美 ・平沢美恵子編,第3版 助産学体系第9巻 助

産診断・技術学皿,1章1-42頁 東京2005年6月 日

本看護協会出版会

2.専 門著書

1)大	 橋一友 医学監修 竹内美恵子編著 炭原加代

山口雅子 他2006年 度出題基準別助産師予想問題

集2005年7月 メディカ出版

3.教 科書 な し

川	 招聘講演 ・シンポジウム等

1.国 際学会

1)永	 井利三郎 第7回 日中育児交流昆明国際シンポジウ

ム 「環境 と子どもの健康」2005年11月,中 国昆明

2.国 内学会

1)永	 井利三郎 大阪大学中之島講座 「安心 ・安全な社

会 と子 ども一未来を生きる子どもを育てるために」

2005年11月,大 阪

2)永 井利三郎 新興 ・再興感染症予防会 予防接種講座

「副反応と対応の仕方」2005年1月,大 阪

3)永	 井利三郎 てんかん協会講演会 「小児のてんかん

治療について」2005年11月,大 阪

4)永	 井利三郎JICAベ トナム母子保健看護コース 「新

生児の神経症状の見方」2005年1月,大 阪

5)永	 井利三郎 平成17年 度保健師専門研修 「母子保健

コース」 「難治てんかんを持つ子 どもたちと家族への

ケア～在宅での療養生活を支援するためのポイ ン ト

～」2005年10月 ,大 阪

6)永	 井利三郎 日本小児神経学会小児神経セ ミナー.

「神経疾患の予防接種」2005年10月,大 阪

7)永	 井利三郎 アレルギー診察室 「喘息児をもつ母の

心理」ラジオ大阪2005年4月 放送

8)永	 井利三郎 病弱教育セ ミナーin関 西.「 慢性疾患

を持つ子 どもの家族の支援J2005年2月,大 阪

9)永	 井利三郎 特別支援教育セミナーin関 西.「学校 ・

保護者 ・医療のネッ トワーク」2005年8月,大 阪

10)永 井利三郎XP(A群 色素性乾皮症)夏 の会.「XPの

子 どもの保護者の療養生活の実際と負担 ・要望一アン

ケー ト調査のまとめ」2005年8月,大 阪

11)永 井利三郎 地域関係機関シンポジウム 「医療的ケア

の必要な慢性疾患児の在宅療養を地域で支えるため

に」2005年12月,大 阪

12)永 井利三郎 大阪小児科学会シンポジウム 「慢性疾患

を持っ子どもの学校生活を支援するために」 講演「家

族,学 校,医 療の連携のあり方」2005年9月,大 阪

13)柳 原恵子,山 田 穣,柳 原 格,神 尾範子,大 場志保子,

青天目 信,沖 永剛志,永 井利三郎,鈴 木保宏,荒 井

洋,今 井克美 日本人Glucosetransporterldeficiency

syndromeの 臨床上の特徴 国際Glut-1シ ンポジウム

2005年8月,東 京

14)永 井利三郎 豊中市講演会"子 育て トーキング"「 障

害と子育て」2005年6月,豊 中市

15)永	 井利三郎 大阪府立箕面養護学校職員研修会 「重症

心身障害児の呼吸の見方 と援助」2005年12月,箕 面

市

iv学 会 一 般 演 題

1.国 際 学 会 

1)IshiiK.,KawakamiC.,NishimuraA.,FujiwaraC.,
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NioK.,StructureofCareerCognitioninJapaneseNurses
 

(lstreport)The6thBiennialConferenceoftheAsian
 

AssociationofSocialPsychology,2005.April.2005,
 

Wellington,NewZealand
 

2)KawakamiC.,FujiwaraC.,IshiiK.,NioK.,
 

NishimuraA.,InfluentFactorsAffectingCareer
 

CognitionforJapaneseNurses(2ndreport)The6th
 

BiennialConferenceoftheAsianAssociationofSocial
 

Psychology,2005.April.2005,Wellington,New
 

Zealand
 

3)ImaiK,YanagiharaK,KamioN,OhbaS,NabatameS,
 

OkinagaT,AraiH,OzonoK,NagaiT.MRIStudiesin
 

EpilepsywithGlucoseTransporterlDeficiency
 

Syndrome(GLUTIDS).MultipleSmallsubcorticalT2
 

HyperintensityLesionsasSpecificandHelpfulFindings
 

forDiagnosis.JointoAnnualMeetingoftheAmerican
 

EpilepsySocietyandAmericanClinical
 

NeurophysiologySociety.December.2005,Washington
 

DC,USA
 

4)YanagiharaK,KamioN,NagaiT,AraiH,OkinagaT,
 

NabatameS,OhbaS,YoshimineT,ImaiK.Correlation
 

betweenclinicalmanifestationsandEEG/MEGfeatures
 

inGlut-1deficiencysyndtome.26thInternational
 

EpilepsyCongress,August.2005,Paris,France
 

5)NagaiT,ImaiK,OkinagaT,KamioN,NabatameS,
 

IzumiTandShimizuH."TheSeizureReoccurrence
 

OriginateAtTheContralateralCerebralHemisphere
 

AfterHemispherectomyInTheCasesOf
 

Hemimegalencephal"26thInternationalEpilepsy
 

Congress,August.2005,Paris,France
 

6)YanagiharaK,KamioN,NagaiT,SuzukiY,AraiH,
 

OhbaS,NabatameS,OkinagaT,OzonoK,YamadaM,
 

YanagiharaI,ImaiK.Clinicalandneurophysiological
 

manifestationsofglucosetransporter-1deficiency
 

SyndromeinJapan.Glucosetransportertypel

De丘ciencySyndromeの 基 礎 と 臨 床2005年,京 都

2.国 内 学 会

1)上 田 惠 子,石 井 京 子,羽 座 典 子,中 嶋 有 加 里,栗 山 理

香,藤 原 千 惠 子 妊 娠 末 期 か ら 出 産1か 月 後 に お け る

夫 婦 の 育 児 に 対 す る 認 識 の 比 較 第36回 日 本 看 護 学

会 一 母 性 看 護 一.2005年,木 更 津

2)中	 嶋 有 加 里,栗 山 理 香,藤 原 千 惠 子,羽 座 典 子,上 田

惠 子,石 井 京 子 初 め て 子 ど も を も つ 夫 婦 の 育 児 ・家
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事 と性役割に対する認識(第1報)一 妊娠後期一 第

31回 日本看護研究学会学術集会.2005年7月,札 幌

3)羽	 座典子,栗 山理香,中 嶋有加里,藤 原千恵子,上 田

惠子,石 井京子 初めて子 どもをもつ夫婦の育児 ・家

事と性役割に対する認識(第2報)一 出産直後一 第

31回 日本看護研究学会学術集会.2005年7月,札 幌

4)栗	 山理香,中 嶋有加里,藤 原千惠子,羽 座典子,上 田

惠子,石 井京子 初めて子 どもをもつ夫婦の育児 ・家

事と性役割に対する認識(第3報)一 産後1か 月一

第31回 日本看護研究学会学術集会.2005年7月,札 幌

5)石	 見和世,藤 原千惠子 手術入院中の医療者の支援 に

対す る乳幼児の親の思い 第15回 日本小児看護学会.

2005年,横 浜

6)寺	 本礼子,藤 原千惠子,藤 井恵,永 井利三郎,日 野利

治,藤 田位,山 入高志,絹 巻宏 乳幼児をもつ母親の

小児科医院や小児医療に対する印象と期待,第15回 日

本外来小児科学会年次集会.2005年,大 阪

7)藤	 井恵,藤 原千惠子,永 井利三郎,日 野利治,藤 田位,

山入高志,絹 巻宏 小児科外来受診時の乳幼児の啼泣

状態の評価基準の作成 第15回 日本外来小児科学会

年次集会.2005年,大 阪

8)藤 原千惠子,藤 井恵,永 井利三郎,日 野利治,藤 田位,

山入高志,絹 巻宏 母親か らみた小児科受診時の乳幼

児の啼泣状況 第15回 日本外来小児科学会年次集会.

2005年,大 阪

9)梅	 田英子,藤 村まゆみ,平 林高子,河 上智香,藤 原千

惠子 小児がんの子 どもを持つ両親のソーシャルサ

ポー トの現状 第36回 日本看護学会一小児看護一.

2005年,熊 本

10)青 天目信,大 場志保子,神 尾範子,沖 永剛志,今 井克

美,永 井利三郎,大 薗惠一 短腸症候群に発症したD一

乳酸アシドーシスの1例 第47回 日本小児神経学会.

2005年5月,熊 本

11)沖 永剛志,大 場志保子,青 天目信,神 尾範子,今 井克

美,永 井利三郎,大 薗恵一 歩行可能な時期に呼吸不

全をきたしたMultiminicorediseaseの1例 第47回 日

本小児神経学会.2005年5月,熊 本

12)大 場志保子,今 井克美,柳 原恵子,青 天目信,神 尾範

子,下 野九理子,沖 永剛志,永 井利三郎,大 薗恵一 髄

液糖低値を呈する小児てんかん(Glut-1異 常症)の 臨

床的検討 第47回 日本小児神経学会。2005年5月,熊

本

13)大 場志保子,今 井克美,柳 原恵子,神 尾範子,青 天目 
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信,沖 永剛志,荒 井 洋,永 井利三郎,大 薗恵一 髄

液糖低値を示すグルコース輸送担体1(Glut-1)異 常症

の検討 神経症状について 第47回 日本小児神経学会.

2005年5月,熊 本

14)神 尾範子,今 井克美,柳 原恵子,大 場志保子,青 天目

信,沖 永剛志,永 井利三郎,大 薗恵一 髄液糖低値を

示すグルコース輸送担体1(Glut-1)異 常症てんかんの

検討第47回 日本小児神経学会,2005年5月,熊 本

15)今 井克美,柳 原恵子,大 場志保子,神 尾範子,青 天目

信,沖 永剛志,荒 井 洋,村 上智彦,渡 辺嘉之,大 薗

恵一,永 井利三郎 髄液糖低値 を示すグルコース輸

送担体1(Glut-1)異 常症4.神 経放射線学的検討 第

47回 日本小児神経学会.2005年5月,熊 本

16)柳 原恵子,山 田 穣,柳 原 格,神 尾範子,大 場志保子,

青天目信,沖 永剛志,永 井利三郎,鈴 木保宏,田 中里

江子,絹 笠英世,今 井克美 髄液糖低値を示すグルコ

ース輸送担体1(Glut -1)異 常症(1)生 化学的特徴 第

47回 日本小児神経学会.2005年5月,熊 本

17)粟 屋 豊,山 本克哉,宮 津光伸,岡 崎富男,伊 予田邦

昭,田 辺卓也,松 石豊次郎,永 井利三郎,前 川喜平 ワ

クチン接種 ・熱性けいれん1000例 の前方視的研究と

麻疹ワクチン前後脳波の検討 第47回 日本小児神経

学会.2005年5月,熊 本

18)今 井克美,大 場志保子,柳 原恵子,青 天目信,神 尾範

子,下 野九理子,沖 永剛志,鈴 木保宏,二 宮宏智,加

藤天美,大 薗恵一,永 井利三郎2歳 未満発症の側頭

葉てんかん(外 科治療施行例の検討)第39回 日本てん

かん学会.2005年10月,旭 川

19)柳 原恵子,神 尾範子,大 場志保子,青 天目信,沖 永剛

志,永 井利三郎,今 井克美Glut-1異 常症(グ ルコー

ス輸送担体1異 常症)に おける食事前後の脳波の周波数

分析 第39回 日本てんかん学会.2005年10月,旭 川

20)青 天目 信,大 場 志保子,神 尾 範子,沖 永 剛志,

今井 克美,永 井 利三郎,大 薗 惠一 難知性スパ

スム8症 例 に対するVigabatrin治療 第39回 日本てんか

ん学会.2005年10月,旭 川

21)永 井利三郎,鈴 木保宏,松 石豊次郎,山 本克哉,伊 予

田邦昭,田 辺卓也,栗 原まな,粟 屋 豊,前 川喜平

West症 候群におけるACTH治 療後の予防接種基準に

関する検討(第1報):免 疫学的評価に関する前方視的

調査 第39回 日本てんかん学会.2005年10月,旭 川

22)田 辺卓也,伊 予田邦昭,永 井利三郎,粟 屋 豊,松 石

豊次郎,栗 原 まな,山 本克哉,皆 川公夫,前 川喜平 乳

児重症ミオクロニーてんかん(SMEI)症 例の発熱時け

いれん予防およびけいれん重積発作出現時の対処方法

第39回 日本てんかん学会.2005年10月,旭 川

23)伊 予田邦昭,永 井利三郎,田 辺卓也,粟 屋 豊,松 石

豊次郎,栗 原まな,山 本克哉,皆 川公夫,前 川喜平 て

んかん接種基準案(難 治てんかん)に よる前方視的ア

ンケー ト調査 第39回 日本てんかん学会.2005年10

月,旭 川

24)永 井利三郎,寺 田 春郎,入 江 康至 カイニン酸誘

発ラットにおける脳の組織学的検討一第一報:c-FOS

発現について一第39回 日本てんかん学会.2005年10

月,旭 川

25)神 尾範子,今 井克美,大 場志保子,青 天目信,沖 永剛

志,柳 原恵子,渡 邉嘉之,大 薗恵一,永 井利三郎 グ

ルコース トランスポーター1(Glut-1)異 常症における

頭部MRI画 像の経時的変化 日本小児神経学会近畿地

方会.2005年4月,神 戸

26)橘 雅弥,青 天目信,最 上友紀子,下 野九理子,沖 永剛

志,酒 井規夫,谷 池雅子,永 井利三郎,大 薗恵一,宮

代 英 吉 直 腸 粘膜 生検 か らD-bifunctionalprotein

de丘ciencyの診断にいたった一例 日本小児神経学会

近畿地方会.2005年11月,大 阪

27)青 天目信,沖 永剛志,今 井克美,神 尾範子,最 上友紀

子,新 谷研,加 藤天美,永 井利三郎,大 薗恵一 てん

かん性スパズムを有す る難治性てんかんの外科治療

大阪てんかん研究会.2005年7月,大 阪

28)大 場志保子,今 井克美,柳 原恵子,青 天目信,神 尾範

子,下 野九理子,沖 永剛志,永 井利三郎,大 薗恵一 髄

液糖低値を呈する小児てんかん(Glut-1異 常症)の 臨

床的検討 日本小児科学会.2005年4月,東 京

29)永 井利三郎,鈴 木保宏,松 石豊次郎,山 本克哉,伊 予

田邦昭,田 辺卓也,栗 原まな,粟 屋 豊,前 川喜平

West症 候群におけるACTH治 療後の予防接種基準に

関する検討(第1報)免 疫学的評価 に関する前方視

的調査 日本小児科学会.2005年4月,東 京

30)安 達友美,本 田智子,藤 原彩子,永 井利三郎 喫煙 ・

薬物防止に関する中学生教諭へのアンケー ト調査 第

52回 日本小児保健学会.2005年10月,下 関

31)本 田智子,藤 原彩子,安 達友美,永 井利三郎 喫煙 ・

薬物防止に関する中学生の保護者へのアンケー ト調査

第52回 日本小児保健学会.2005年10月,下 関

32)藤 原彩子,安 達友美,本 田智子,永 井利三郎 喫煙 ・

薬物防止に関する中学生へのア ンケー ト調査 第52 
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回日本小児保健学会.2005年10月,下 関

33)大 村優華 永井利三郎 子 どもの事故の状況 とその

防止策についての検討～1歳 半の保護者へのアンケー

ト調査から～ 第52回 日本小児保健学会.2005年10

月,下 関

34)新 田幸代,永 井利三郎 子どもの事故の状況とその防

止策についての検討～3歳 半児の保護者へのアンケー

ト調査か ら～ 第52回 日本小児保健学会.2005年10

月,下 関

35)山 根弘子,永 井利三郎A群 色素性乾皮症を持つ患児

の療養生活の実際と保護者の感 じる負担 ・要望に関す

るアンケー ト調査 第52回 日本小児保健学会.2005

年10月,下 関

36)吉 川彰二,永 井利三郎 先天性心疾患の子 どもの生活

機能の検討 第52回 日本小児保健学会.2005年10

月,下 関

37)西 森理恵,中 嶋有加里,栗 本晶代,堀 口智子,大 橋一

友 妊婦の体型変化をふまえた運転姿勢とシー トベル

ト着用指導の検討 第43回 大阪母性衛生学会.2005

年2月,吹 田

38)栗 本晶代,中 嶋有加里,西 森理恵,堀 口智子,大 橋一

友 妊婦の乗車姿勢とシー トベル ト着用方法によるシ

ー トベル ト接触圧と圧迫感の変化 第43回 大阪母性

衛生学会.2005年2月,吹 田

39)堀 口智子,中 嶋有加里,栗 本晶代,西 森理恵,山 口雅

子,大 橋一友 妊婦用シー トベル ト補助具による腹部

圧迫感軽減の効果 一補助具3種 類の検討一 第43回 大

阪母性衛生学会.2005年2月,吹 田

40)炭 原加代,大 橋一友 妊娠を契機に禁煙 した妊婦と喫

煙を継続 している妊婦の喫煙背景の比較 第19回 日

本助産学会.2005年3月,京 都

41)峰 博子,大 橋一友,町 浦美智子 妊婦の日常生活に

おける歩数調査 第19回 日本助産学会.2005年3月,

京都

42)西 村明子,石 蔵文信,大 橋一友,島 田三惠子 男性更

年期外来を受診 した中高年のパタニティーブルーズ

日本母性衛生学会.2005年10月,宮 崎

43)佐 藤珠美,大 橋一友 更年期女性の健康の維持増進 ・

QOLの 向上を目指 した地域における看護介入の取 り

組み 第20回 日本更年期医学会.2005年11月,さ

いたま

44)島 田三恵子 専門職としての助産実践のエビデ ンス

の模索一新生児ケアについて新生児 ・乳児の生活 リズ

大 阪 大 学 看 護 学 雑誌Vol.12No.1(2006)

ムおよび睡眠 リズムの研究か ら一 第18回 日本助産学

会学術集会ワークショップ.2005年3月,京 都

V受 賞

1)日	 本看護科学学会 第四回学術論文優秀賞 「検査 ・処

置を受ける子どもへの説明と納得」に関するケアモデ

ルの実践と評価(そ の2)子 どもの力を引き出す関わ

りと具体的な看護の技術 について 松森直美(神戸市看

護大学),二 宮啓子,蝦 名美智子,片 田範子,勝 田仁美,

小迫幸恵,笹 木忍,松 林知美,中 野綾美,筒 井真優美,

飯村直子,江 本リナ,鈴 木敦子,楢 木野裕美,高 橋清

子,来 生奈巳子,福 地麻貴子 日本看護科学会誌2004

年24巻4号22-35頁

vi特 許 なし

Vll共 同研究 ・外部資金

1)生	 涯発達過程で生じる危機に対する患者と家族のレジ

リエンスを高める支援システム研究,藤 原千惠子

(代表)石 井京子,吉 川彰二,町 浦美智子,大 平光子,

上田恵子,河 上智香,西 村明子 科学研究費補助金,

基盤研究B,2003-2005年

2)育	 児期の親 に生じるス トレス暴発に対するコントロ

ールプログラムの開発,藤原千惠子(代 表)石 井京子,

河上智香 科学研究費補助金,萌 芽研究,2005-2006

年

3)West症 候群における安全な予防接種のための研究,永

井利三郎,粟 屋 豊,松 石豊次郎 財団法人てんかん

治療研究振興財団2005-2007年

4)け	 いれん重積に伴う脳障害防止に関する研究,永 井利

三郎 平成16年 度科学研究費補助金2004-2005年

5)重 症心身障害児(者)・ てんかん患者のワクチン接種法

と副反応に関する研究,永 井利三郎 厚生科学研究医

薬安全総合研究事業2004-2005年

6)妊 産婦の受動喫煙に対する禁煙プログラムの開発,大

橋一友(代 表),山 口雅子,西 村明子 科学研究費補

助金,萌 芽研究,2003-2005年

7)自 立高齢者の口腔の健康とWHO/QOLの 関係および口

腔ケア介入によるQOLへ の貢献,藤 本篤士,武 井典

子,大 橋一友,岩 久正明8020研 究事業(公 募研究課

題番号2),2005年

8)妊	 婦と胎児の命を守る自動車利用教育プログラム作成

に向けての基礎的研究一シー トベル ト着用方法 ・妊婦

用補助具および乗車姿勢の検討一,中 嶋有加里(代 表), 
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山口雅子,大 橋一友 科学研究費補助金,基 盤研究C,

2005-2007年

9)妊 娠中から産褥期の母親の生活リズム等が母子の健康

に及ぼす影響に関する研究,島 田三惠子(代 表),鮫

島道和,大 橋一友 科学研究費補助金,基 盤研究B,

2004-2007年

10)科 学的根拠に基づく快適な妊娠 ・出産のためのガイ ド

ライ ンの開発に関する研究,島 田三惠子(代 表),大

橋一友,杉 本充弘,縣 俊彦 厚生労働科学研究補助

金(子 ども家庭総合研究事業),2005-2006年

11)つ	 わ り症状のある妊婦へのつぼ刺激の有効性,分 担研

究者(主 任研究者 安田孝子),分 担研究者 島田三恵

子,大 見サキエ,巽 あさみ,矢 野忠,笹 岡知子 科学

研究費補助金,萌 芽研究,2005-2007年

総合ヘルスプロモーション科学講座

1論 文

1.学 術 論 文 

1)OgasawaraC,HasegawaT,KumeY,TakahashiI,
 

KatavamaY,FuruhashiY,AndohM,YamamotoY,
 

OkazakiS,TanabeM.NursingDiagnosesand
 

InterventionsofJapanesePatientswithEnd-Stage
 

BreastCancerAdmittedforDifferentCarePurposes.
 

InternationalJournalofNursingTerminologiesand
 

Classifications2005;16(3-4):54-64
 

2)KitamuraY,OhnoY,KasaharaS,MurataK,u'ama


旦,OshimaA,TsukumaH,AgikiW,HasegawaT.
 

StatisticalEstimationoftheNumberofBreastCancer
 

PatientswithDisabilitiesResultingFromSurgery.The
 

JournaloftheJapaneseBreastCancerSociety2005;12
 

(2):130-134


3)久 米 弥 寿 子 ロ ー ル プ レ イ ン グ 演 習 に お け る 看 護 学

生 の 言 語 的 ・非 言 語 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 行 動 の 特 徴

に 基 づ く演 習 プ ロ グ ラ ム の 検 討 一 行 動 コ ー デ ィ ン グ シ

ス テ ム に よ る 内 容 と 出 現 パ タ ー ン の 分 析 日本 看 護 研

究 学 会 雑 誌2005年28巻1号63-71頁

4)横	 内 光 子,大 野 ゆ う 子,笠 原 聡 子,沼 崎 穂 高,石

井 豊 恵 作 業 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ か ら み た 看 護 業 務 属

性 の 検 討,生 体 医 工 学2005年43巻4号762-768頁

5)片	 山 由 加 里,小 笠 原 知 枝,辻 ち え,井 村 香 積,永 山 弘

子 看 護 師 の 感 情 労 働 測 定 尺 度 の 開 発.日 本 看 護 科 学

会 誌2005年25巻2号20-27頁 

6)ChisatoHayashi,KazuoHayakawa,ChikaTsuboi,
 

KeikoOda,YukikoAmou,YokoKobayashi,KenjiKato.
 

Relationshipbetweenparents'reportrateofTwin
 

Languageandfactorsrelatedtolinguisticdevelopment:
 

Oldersibling,non-verbalplayandpreschoolattendance.
 

TwinResearchandHumanGenetics,2005inpress
 

7)YokoKobayashi,KazuoHayakawa,RitsukoHattori,
 

MikikoIto,KenjiKato,ChisatoHayashi,Hiroshi
 

Mikami.LinguisticfeaturesofJapanesetwinsat30r4
 

yearsofageevaluatedbyIllinoisTestofPsycholinguistic
 

Abilities(ITPA).TwinResearchandHumanGenetics,
 

2005inpress


8)村 松 雅 子,荒 木 田美 香 子 軽 度 発 達 障 害 を 持 つ 児 童 ・

生 徒 の 現 状 及 び 教 師 の 求 め る 支 援 学 校 保 健 研 究

2005年46巻5号492-504頁

9)宇	 野 暢 恵,荒 木 田美 香 子,戸 川 僚 子 如 学 生 を対 象 と

した ピア エ デ ュ ケ ー シ ョ ンに よ る性 教 育 の有 効 性 の検

討 一9ヶ 月 後 まで の追 跡 調 査 思 春 期 学2005年23

巻3号318-327頁

10)永 井 道子,荒 木 田美 香 子 小 ・中 学 生 の親 を対 象 に し

た 心 理 教 育 的 介 入 の 効 果 日 本 保 健 福 祉 学 会 誌

2005年11巻1・2号75-87頁

11)丸 谷 祐 子,京 田 薫,伊 藤 美 樹 子,三 上 洋:障 害有 病

率 に入 院 患 者 数 を加 味 して 算 定 した健 康 寿 命 の検 討.

厚 生 の指 標,2005年52巻10号15-20頁

12)九 津 見 雅 美,岡 村 ひ とみ,高 田晴 美,中 村 香 奈,西 本

美香,原 本 広 子,杉 浦 圭 子,三 上 洋 介 護 老 人保 健

施 設 入 所 者 の 退 所 先 とそ の関 連 要 因 の検 討 ジ ェ ン ト

ロ ジ ー ニ ュ ー ホ ライ ズ ン2005年17巻1号95-102

頁

13)駒 場 淳 二,枡 田依 子,名 古 佐 知 子,高 本 ま ゆみ,宮 田

康 行,三 上 洋 健 康 成 人男 性 を対 象 と した オ パ ル モ

ン錠(リ マ プ ロス トアル フ ァデ ク ス錠)の 臨 床 薬 物 動

態 試 験 市販 後 臨 床 試 験 医 学 と薬 学2005年53巻

2号265-271頁

14)三 上 洋,薮 野 孝,竹 本 勇 一,日 下典 子,伊 藤 忠 雄,

東 純 一 リマ プ ロス ト ア ル フ ァデ クス(プ ロ レナ ー

ル)の 単 回経 口投 与 によ る臨 床 薬 物 動 態 試 験 臨床 医

薬2005年21巻3号361-366頁

15)三 上 洋,池 本 麻 紀,義 山巌,立 木 秀 尚 オ メ プ ラ ゾ

ー ル 錠 「トー ワ 」10mgお よ び オ メプ ラ ゾー ル 錠 「ト

ー ワ 」20mgの ヒ トにお け る 生 物 学 的 同等 性 試 験 医

学 と薬 学2005年51巻6号891-901頁 
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2.会 議 録

1)上 野 真 由美,小 笠 原 知 枝,高 橋 育 代,片 山 由 加 里 静

脈 注 射 実 施 過 程 にお け る指 差 呼 称 の効 果 第31回 日

本 看 護 研 究 学 会 雑 誌2005年215頁

2)酒	 井 真 紀,阿 曽洋 子,矢 野 祐 美 子 全 身 清 拭 にお ける

看 護 師 の 作 業 域 か らみ た 筋 負 荷 日本 人 間 工 学 会 第

13回 シ ス テ ム連 合 大 会 誌2005年73-74頁

3)岡	 み ゆ き,阿 曽洋 子,伊 部 亜希,徳 重 あ つ子,片 山 恵,

高 田幸 恵,前 田知 穂,矢 野祐 美 子3次 元 動 作 解 析 に

よ る体 圧 分 散 マ ッ トレス 上 で の 起 き上 が り動 作 の評 価

第13回 看 護 人 間 工 学 部会 研 究 会 誌2005年12頁

4)徳	 重 あつ 子,阿 曽洋 子,伊 部亜 希,岡 み ゆ き,片 山 恵,

高 田幸 恵,前 田知 穂,矢 野祐 美 子 脳 波 か らみ た 坐位

姿 勢 援 助 の 有 効 性 に 関す る 基 礎 的 研 究 囗パ イ ロ ッ ト

ス タ デ ィ囗 第13回 看 護 人 間 工 学 部 会 総 会 ・研 究 会 誌

2005年13頁

5)岡	 み ゆ き,阿 曽洋 子,伊 部 亜希,徳 重 あ つ子,片 山恵

体 圧 分 散 マ ッ トレス の 違 い に よ る 起 き上 が り動作 時 の

生体 負 担 の評 価 第26回 バ イ オ メカ ニ ズ ム 学術 講 演

会SOBIM20052005年23-26頁

6)徳	 重 あつ 子,阿 曽洋子,伊 部 亜 希,岡 み ゆ き,片 山恵,

矢 野 祐 美 子 坐 位 姿 勢 の 脳 活 性 へ の 有 効 性 に 関 す る

基礎 的 研 究 囗前 頭 葉 の 脳 波分 析 か ら口 第26回 日本バ

イ オ メ カ ニ ズ ム 学 術 講 演 会SOBIM20052005年


143-144頁


7)山	 本 美 輪,和 泉 京 子,阿 曽 洋子 介 護 保 険 にお け る 「要

支 援 」 ・ 「要 介 護1」 の後 期 高齢 者 のADL・LへDLの

実 態 第25回 日本 看 護科 学 学 会2005年11月

青 森 市

8)和 泉 京 子,山 本 美 輪,阿 曽洋子 介 護 保 険 に お け る 「要

支 援 」 ・ 「要 介 護1」 の後 期 高 齢 者 の心 理 状 況 の実 態

第25回 日本 看 護 科 学 学会 学術 集 会2005年11月 青

森 市 

9)ReikoNishihara,RitsukoHattori,YokoKobayashi,
 

KazuoHayakawaParentingStressandLanguage
 

DevelopmentinTwins,ProceedingsofMid-Conference
 

ofInternationalSocietyforTwinResearch,19,2005
 

10)YokoKobayashi,KazuoHayakawa,RitsukoHattori,
 

MikikoIto,KenjiKato,Chisato
 _Hayashi,Hiroshi
 

MikamiLinguisticFeaturesofJapaneseTwinsat30r4
 

yearsofageEvaluatedbyIllinoisTestofPsycholinguistic
 

Abilities(ITPA),ProceedingsofMidConferenceof
 

InternationalSocietyforTwinResearch,17-18,2005
 

11)ReikoNishihara,ChisatoHayashi,KazuoHayakawa,
 

MiyukiOnoi,HiroshiMikamiRelationshipbetween
 

Self-controlandAlikenessofTwinPairs,Proceedingsof
 

the3rdInternationalConferenceofCommunityHealth
 

NursingResearch,99,2005
 

12)MasamiKutsumi,KeikoSugiura,MikikoIto,Hiroshi
 

MikamiServiceUtilizationTrendsinLowCaregroup
 

of3ConsecutiveYearsof2000to2002.The3rd
 

internationalconferenceoncommunityhealthnursing
 

research.ProgramandAbstracts,149,2005
 

13)ShizukoArima,HiroshiMikamiDevelopmentand
 

evaluationofthetobaccoeducationprogramfornursing
 

students.The3rdinternationalconferenceon
 

communityhealthnursingresearch.Programand
 

Abstracts,157,2005
 

14)ltoMVaccinationrateofBCGandCommunity
 

CharacteristicsinJapan.The3rdInternational
 

ConferenceonCommunityHealthNursingResearch,
 

ProgramandAbstracts,158,2005.

15)宇 野 暢 恵,荒 木 田美 香子 中学 生 を 対 象 と した 性 教 育

に お ける ピア ・エ デ ュ ケ ー シ ョ ンの 有効 性 の検 討 思

春 期 学2005年23巻1号80頁

16)荒 木 田美 香 子,植 松 清 美,巽 あ さみ,村 田淳 子 ノ ミ

ナル ・グ ル ー プ ・プ ロセ ス に よ る 話 し合 い を 取 り入 れ

た職 場 の メ ンタ ル ヘ ル ス の取 り組 み(第1報)管 理職

を 対 象 と した 話 し合 い か ら 産 業 衛 生 学 雑 誌2005

年47巻 増刊478頁

17)植 松 清 美,荒 木 田 美 香 子,巽 あ さ み,村 田淳 子 ノ ミ

ナ ル ・グ ル ー プ ・プ ロセ ス に よ る 話 し合 い を 取 り入 れ

た職 場 の メ ンタ ル ヘ ル ス の取 り組 み(第2報)製 造 業

の職 場 で の 実 践 か ら産 業衛 生学 雑誌2005年47巻 増 刊

802頁

18)村 田 淳 子,荒 木 田 美 香子 ヘ ル ス リテ ラ シ ー と生 活 習

慣 ・健 康 診 断 結 果 の 関 連 性 の 検 討 産 業 衛 生 学 雑 誌

2005年47巻 増 刊648頁

19)川 合 淑 子,荒 木 田美 香 子HIV感 染 者/AIDS患 者 に対

す る 受 容 行 動 にお ける 認 識 に つ い て 中 小企 業 と大企

業 を 比 較 して 産 業衛 生 学 雑 誌2005年47巻 増 刊

663頁

20)九 津 見 雅 美,伊 藤 美 樹 子,三 上 洋 介 護 保 険 制 度 にお

ける 居 宅 介 護 サ ー ビス 利 用 者 の 意 向 お よ び 要 望 保 健

医 療 社 会 学 論 集2005年16巻 特 別 号47頁

21)大 角 和,杉 浦 圭 子,九 津 見 雅 美,丸 谷 祐 子,三 上 洋 
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要介護度別にみた介護者側の在宅介護継続要因の検討

日本老年医学会雑誌2005年42巻(臨 増)128頁

22)杉 浦圭子,三 上洋,伊 藤美樹子 要介護者の問題行動

由来の介護負担感と要介護度および介護保険サービス

利用との関係の検討 日本老年医学会雑誌2005年

42巻(臨 増)121頁

23)九 津見雅美,大 角和,丸 谷祐子,杉 浦圭子,伊 藤美樹

子,三 上洋 家族介護者のサー ビス利用意識と居宅介

護サービス利用状況の変化 に関する分析 日本老年医

学会雑誌2005年42巻(臨 増)122頁

24)丸 谷祐子,杉 浦圭子,九 津見雅美,大 角和,三 上洋

居宅介護保険サービスを利用 している要介護者とその

家族介護者の疾患別にみた介護負担感の検討 日本老

年医学会雑誌2005年42巻(臨 増)122頁

25)文 鐘聲,三 上洋 地域在住高齢者のADL,QOL,う つ

傾向に関する比較研 究 日本人と在 日韓国 ・朝鮮人

日本老年医学会雑誌2005年42巻(臨 増)82頁

26)草 野恵美子,金 子典子,小 野美穂,早 川和生 子育て

中の母親における地域での家族以外との世代間交流の

実態.日 本公衆衛生雑誌2005年52巻8号(特 別付

録)338頁

27)早 川和生,加 藤則子 多胎児を産み育てる家庭への保

健サー ビスのあ り方を考 える,日 本公衆衛生雑誌

2005年52巻8号(特 別付録ジ42頁

28)西 原玲子,服 部律子,小 林葉子,早 川和生 双生児の

発達に母親の育児不安が与える影響;双 生児と単胎児

との比較か ら,日 本公衆衛生雑誌2005年52巻8号

(特別付録)699頁

29)大 角和,三 上洋 介護保険利用下の要介護者が在宅生

活 を継続 できた 要因 の検 討 日本 公衆衛 生雑 誌

2005年52巻8号(特 別付録)764頁

30)小 野木麻里,北 山朋美,三 上洋,伊 藤美樹子3歳 児

健康診査における問診票の全国調査 日本公衆衛生雑

誌2005年52巻8号(特 別付録>657頁

31)丸 谷祐子,伊 藤美樹子,三 上洋 入院患者と介護保険

認定者を用いて算定 した健康寿命における構成概念妥

当性の検討 日本公衆衛生雑誌2005年52巻8号(特

別付録)390頁

32)文 鐘聲,三 上洋 地域高齢者の主観的健康感を規定す

る要因に関する比較研究一 日本人と在 日韓国 ・朝鮮人

2005年52巻8号(特 別付録)862頁

33)山 北順子,三 上洋 資料検索による地区組織活動にお

ける看護職 者の抱 える問題点 日本公衆衛 生雑誌

2005年52巻8号(特 別付録)553頁

34)矢 山壮,三 上洋,有 馬志津子 看護学生による喫煙者

への禁煙サポー ト・非喫煙者への防煙教育プログラム

の実施と評価 日本公衆衛生雑誌2005年52巻8号

(特別付録)314頁

35)三 上 洋 喫煙をめぐる看護の取り組み 看護師によ

るわが国の喫煙対策推進をめざして 看護学生を対象

とす るた ば こ教 育 プ ログ ラムの 開発 とそ の評価

JoumalofCardiology2005年46巻Supp1.1164頁

36)九 津見雅美,三 上 洋 介護老人保健施設における認

知症者の特徴 第16回 日本老年医学会近畿地方会抄

録集24頁

37)文 鐘聲,三 上 洋 地域在住高齢者の転倒に関連する

要因の検討 第16向 日本老年医学会近畿地方会抄録

集26頁

38)前 田知穂,尾 ノ井美由紀,早 川和生 双生児間の始語

の差に関する研究;関 連要因と性格形成への影響につ

いて,第25回 日本看護科学学会学術集会プログラム , 

29,2005

39)患 者家族実態調査委員会(大 阪支部:伊 藤美樹子,九

津見雅美,江 口依里,濱 松渓子)薬 害HIV感 染被害

者への感染告知がライフヒス トリーに及ぼす影響 助

成事業報告会要旨集(2004年 度),財 団法人倶進会, 

187-190,2005

3.研 究報告

1)小	 笠原知枝,久 米弥寿子,高 橋育代,岡 崎寿美子,田

邊美智子,長 谷川智子 看護診断の正確性と看護ケア

の質の評価に基づ く看護教育プログラム 平成15年

度～16年 度科学研究費補助金(基 盤研究(C))研 究成

果報告書2005年1-101頁

2)片	 山由加里,小 笠原知枝,宇 野真由美,濱 岡政好,関

龍子 高齢者ケアにおける看護職の感情コントロール

ーケア対象者の世代別,性 別及び精神状態の違い 大

阪ガスグループ福祉財団研究 ・調査報告書18巻9-17, 

2005

3)大	 野ゆう子,沼 崎穂高,雑 賀公美子 複数データベー

スにおける個人情報の取 り扱いについて～(1)電 子カ

ルテ導入期の病棟における個人情報の取扱いについて

～ 平成16年 度厚生労働科学研究費補助金(第3次 対

がん10ヵ 年総合戦略研究事業)「その他,が んの実態

把握とがん情報発信に関する特に重要な研究」報告書

2005年28-29頁

4)大 野ゆう子 電子カルテを導入 した看護部にお ける 
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使用状況と問題点 平成16年 度厚生労働省科学研究

費補助金(医 療技術評価総合研究事業)「高度総合診療

施設における看護電子カルテの実用化 と評価に関する

研究」報告書2005年21-24頁

5)大	 野ゆう子,増 居志津子,馬 醫世志子,萩 本明子 指

導者教育の効果評価に関する研究 平成16年 度厚生

労働科学研究費補助金長(寿 科学総合研究事業)「老人

保健事業推進のためのITを 活用 した地域健康づ くり

の推進方策と指導者教育法の確立に関する研究」報告

書2005年129-136頁

6)大	 野ゆう子,中 村隆 大島明,左 近賢人,笠 原聡子,

沼崎穂高,他35名21世 紀型保健医療指標の開発(3)

統計数理研究所共同研究リポー ト1762005年

7)大	 野ゆう子,浦 梨枝子,雑 賀公美子,伊 藤ゆり,津 熊

秀明,大 島明 がん主要部位における5年 有病数推計

について 平成16年 度厚生労働がん研究助成金「地域

がん登録精度向上と活用に関する研究」報告書2005

年..頁

8)伊	 藤ゆ り,蘇 瑛,大 野ゆう子,早 田みどり,陶 山昭彦,

津熊秀明,大 島明PeriodAnalysisを 用いたがん患者

の生存率推計	 平成16年 度厚生労働がん研究助成金

「地域がん登録精度向上と活用に関する研究」報告書

2005年70-76頁

9)荒	 木田美香子,大 塚早苗,佐 山静江,中 桐幸子,瀧 澤

利行,本 橋千恵美,原 直美 平成15・16年 度 先駆

的保健活動交流推進事業 子どもの健康づくりにおけ

る地域 ・学校保健連携支援事業報告書2005年 社団

法人日本看護協会

10)吉 田勝実,荒 木田美香子,漆 崎郁子,岡 田邦夫,津 下

一代 ,土 屋隆,永 江尚美,錦 戸典子,北 條稔,堀 江正

知,松 田一美,百 済さら,幸 治美 地域 ・職域連携共

同モデル事業評価検討会報告書,2005年 厚生労働省

地域	 ・職域連携モデル事業評価検討会

11)薬	 害HIV感 染被害者(患 者 ・家族)生 活実態調査委員

会(鮎 京真知子,井 出康人,伊 藤美樹子,井 上洋二,

他)薬 害HIV感 染被害者(患 者 ・家族)へ の面接調

査報告,2005,5

4.大 学 ・研究所等の報告

1)和	 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定「要支援」・

「要介護1」認定者への調査報告書一平成16年 度初回

調査の概要一,2005

2)和	 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一池田市における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

3)和	 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一泉佐野市におけ

る平成16年 度初回調査の概要一,2005

4)和	 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一茨木市における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

5)和	 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一大阪狭山市にお

ける平成16年 度初回調査の概要一,2005

6)和	 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一貝塚市における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

7)和	 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一門真市における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

8)和	 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一河南町における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

9)和	 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一河内長野市にお

ける平成16年 度初回調査の概要一,2005

10)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一岸和田市におけ

る平成16年 度初回調査の概要一,2005

11)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一摂津市における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

12)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一泉南市における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

13)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一太子町における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

14)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一高石市における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

15)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一田尻町における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

16)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一千早赤阪村にお

ける平成16年 度初回調査の概要一,2005 

93
 



大 阪大 学看 護 学 雑 誌Vo1.12No.1(2006)

17)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一豊中市における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

18)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一豊能町における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

19)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一寝屋川市におけ

る平成16年 度初回調査の概要一,2005

"20)和 泉京子
,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一羽曳野市におけ

る平成16年 度初回調査の概要一,2005

21)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一阪南市における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

22)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一岬町における平

成16年 度初回調査の概要一,2005

23)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・

「要介護1」 認定者への調査報告書一箕面市における

平成16年 度初回調査の概要一,2005

24)細 見明代,阿 曽洋子 脳卒中による寝たきり高齢者の

側臥位への体位変摸が深部組織血流量におよぼす影響

神戸市看護大学短期大学部紀要2004年 第24号71-79

頁

25)瀬 尾菜奈枝:若 年者 におけるエコノミークラス症候群

のリスク把握 下肢の血流動態の把握 とそれに影響す

る要因の検討.(研 究指導;伊 藤美樹子)課 外研究奨

励費報告書,平 成16年 度,大 阪大学,(80-94頁)

26)三 上 洋,伊 藤美樹子,杉 浦圭子,九 津見雅美,大 角

和,丸 谷裕子 「東大阪市居宅介護サー ビスの利用に関

するアンケー ト調査」報告書2005年3月

27)三 上 洋,有 馬志津子,杉 浦圭子,九 津見雅美,大 角

和,丸 谷裕子 大学におけるたばこ対策とその評価に

関する研究2005年3月

28)上 原ます子,中 村由美子,柳 生敏子,青 木菜穂子,立

部 巴,小 林孝子,尾 ノ井美由紀,吉 川久美子,大 瀧

貴子,吉 原 彩,上 田裕子,村 田由美子入院か ら在宅

療養への移行支援の構築に関する研究

29)尾 ノ井美由紀,吉 原 彩,大 瀧貴子,小 林孝子,上 田

裕子,中 村裕美子,村 田由美子 入院から在宅療養へ

の移行支援のプロセスとアウ トカム 第8回 日本地域

看護学会2005年6月,豊 田市

30)今 野 富 士 子,森 國 悦,吉 井 ひ ろ み,西 尾 久 子,佐 藤 拓

代,尾 ノ井 美 由紀,北 村 明 彦,島 本 喬 東 大 阪 市 にお

け る 脳 卒 中予 防研 究 一(第3報)低 コ レステ ロー ル 血

症 者 の 特 徴 一 第64回 日本 公 衆衛 生 学会2005年9

月 札 幌 市 

31)MiyukiOnoi,MasanobuYamakawa.TheObesityand
 

OverweightFactorsamongSchoolchildrenwith
 

Intellectuacdisability.The3rdInternationalConference
 

onCommunityHealthNursingResearch.2003.9.Tokyo
 

32)ReikoNishihara,ChisatoHayashi,ChihoMaeda,Miyuki
 

Onoi,KazuoHayakawa.Relationshipbetween
 

Self-ControlandAlikenessofTwinPairs.The3rd
 

InternationalConferenceonCommunityHealthNursing
 

Research.2003.9.Tokyo


33)前 田 知 穂,林 知 里,西 原 玲 子,尾 ノ井 美 由紀,早 川 和

生 双 生 児 間 の始 語 の差 に 関す る研 究 一発 生 要 因 と性

格 形 成 へ の 影 響 につ いて 一 第25回 看 護 科 学 学会 学

術 集 会2005年11月,青 森 市

34)尾 ノ井 美 由紀,前 田知 穂,林 知 里,西 原 玲 子,早 川 和

生 双 生 児 にお け る始 語 の時 期 の 研 究 一関 連 要 因 と性

格 形 成 へ の 影 響 一 日本 双 生 児研 究 学 会第20回 学 術

講 演 会2006年1月,和 光 市

35)菊 池 宏 幸,蔡 陽 平,門 田憲 亮,加 藤 憲 司,長 尾 江 里 子,

尾 ノ井 美 由 紀,早 川 和 生 高 齢 双 生 児2,500組 の コホ

ー ト調 査:(第1報)寿 命 の 同 胞 間 差異 の分 析 日本 双

生 児 研 究 学 会 第20回 学 術 講 演 会2006年1月,和

光 市

36)菊 池 宏 幸,蔡 陽平,門 田憲 亮,加 藤 憲 司,長 尾江 里 子,

尾 ノ井 美 由紀,早 川 和 生 高 齢 双 生児2,500組 の コ

ホ ー ト調 査:(第2報)死 因 の 同胞 間差 異 の 分析 日本

双 生 児 研 究 学 会 第20回 学 術 講演 会2006年1月,

和 光 市

5.解 説 ・総 説

1)小	 笠 原 知 枝 看 護 診 断 と は ブ レ ー ン ナ ー シ ン グ

2005年21巻1号26-31頁

2)大	 野 ゆ う子 療 養 デ ザ イ ンが な い病 院 で ス タ ッ フ も

右 往 左 往 医療 と社 会2005年14巻4号33-45頁

3)宮	 嶋 正 子,阿 曽洋 子 タ ー ミナル 期 の リス ク ア セ ス メ

ン トに 何 を 用 い る かEBNURSINGVb1.5No.4

2005年22-27頁 中 山書 店

4)阿	 曽洋 子 大 学 と 臨床 と の融 合 が どの よ う に看 護基 礎

教 育 の 連 帯 感 を強 め た か 看 護 教 育2005年46巻10

号848-852頁 医 学 書 院 
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5)荒 木田美香子,鈴 木純恵,伊 藤美樹子,山 口雅子 看

護教育におけるDistanceEducation導 入の検討 海外

の看護系大学院教育の先進校の調査を通 して 看護教

育2005年46巻7号587-592頁

6)植	 松清美,荒 木田美香子,巽 あさみ ノミナル ・グル

ープ ・プロセスを活用した職場のメンタルヘルス対策

労働の科学2005年

7)三	 上 洋 【高齢者高血圧 病態と診断 ・治療の進歩】

高齢者高血圧の治療とQOL日 本臨床2005年63巻

6号1096-1100頁

8)三	 上 洋 【疾患別におさえる循環器治療薬〕高血圧の

治療薬 ハー トナー シング2005年18巻2号

190-196頁

9)三 上 洋 【合併症を伴 う高齢者高血圧の治療】3)健 康

食品を活用するには2005年43巻12号1931-1935


頁


ll著 書

1.一 般著書

1)尾	 ノ井美由紀,荒 木田美香子 母子保健活動と健康教

育の実際 中村正雄,足 立知子監修,母 と子の健康教

育一妊産婦の保健相談 ・子育て支援一2005年34-36

頁 ライフ ・サイエンス ・センター

2)尾	 ノ井美由紀,荒 木田美香子 これからの母子保健活

動,中 村正雄,足 立知子監修,母 と子の健康教育一妊産

婦の保健相談 ・子育て支援一,2005年73-76頁 ラ

イフ ・サイエンス ・センター

3)荒 木田美香子 学校保健 日本看護協会保健師職能

委員会監修 保健師業務要覧2005年535-552頁


日本看護協会出版会


4)荒	 木田美香子,2006年 度出題基準別保健師国家試験予

想問題集,星 旦二監修,2005年,メ ディカ出版

2.専 門著書

1)小 笠原知枝 患者主体のター ミナルケア メンタル

ケア選書5看 護 と介護 井上未子,小 笠原知枝

2005年41-72頁 メンタルケア協会

2)小 笠原知枝 心のケアリング メンタルケア論2石

原明,井 上宏,大 橋英寿,小 笠原知枝,小 島秀夫他

2005年105-124頁 メンタルケア協会

3)大	 野ゆう子,他 編 最新医学大辞典(第3版)後 藤稠

編集代表2005年 医歯薬出版

4)日	 野原重明,井村裕夫監修 武田雅俊編集 武田雅俊,

篠崎和弘,西 川隆,阿 曽洋子他著 看護のための最新

医学講座第2版 第13巻 認知症2005年12月349-357

頁 中山書店

5)矢 野祐美子 編入学を目指す人へ2006年 度全国助

産師 ・保健師学校入試問題集2005年14-17頁 メデ

ィカ出版

6)三	 上 洋 「高齢者の介護2.身 体看護 ・介護」 現

代老年精神医療 編集:武 田雅俊2005年,258-263

頁 永井書店

7)尾	 ノ井美由紀,荒 木田美香子 母と子の健康教育一妊

産婦の保健相談 ・子育て支援一2.母 子健康教育に関

わる展開法と技術(ス キル)(6)地 域母子保健活動と

健康教育の実践10.こ れか らの母子保健活動一二次

予防か ら一次予防活動へ一

3.教 科書

1)荒	 木田美香子 学校における健康管理,学 校における

健康教育 及川郁子監修 新版小児看護叢書1.健 康

な子どもの看護2005年332-352頁 メヂカルフレ

ン ド社

2)白	 井文恵 土肥義胤 スタンダー ド微生物学 土肥義

胤,山 本容正,宇 賀正二編2005年 文光堂

ll1招 聘講演 ・シンポジウム等

1.国 際学会 なし

2.国 内学会

1)阿	 曽洋子 招聘講演 病院における地域医療 ・看護へ

の連携 第2回 日本褥瘡学会九州地方会,2005年5月,

福岡市

2)阿 曽洋子 招聘講演 実践現場に問われている看護の

研究倫理 神戸看護研修センター研修会2005年7月

神戸市

3)阿	 曽洋子 招聘講演 創傷ケアと地域医療 ・看護との

連携 第7回 日本褥瘡学会学術集会,2005年8月,横

浜市

4)阿 曽洋子 招聘講演 エビデンスに基づく看護実践

南和歌山医療センター研修会,2005年10月 和歌山

県

5)白 井文恵,平 山幸雄,土 肥義胤 肺結核患者の末梢血

単球のBCG菌 貪食がIP-10産 生に及ぼす影響 第78

回 日本細菌学会総会2005年4月 東京

6)荒 木 田美香子 産業看護活動における労働者の健康

情報の保護 第52回 日本産業衛生学会近畿地方会シ

ンポジウム2005年5月 大阪市

7)荒 木 田美香子 地域 ・職域連携を進めるにあたって 
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厚生労働省平成17年 度保健師中央研修2005年6月

東京(千 代田区)

8)三	 上 洋,漆 崎育子 コメディカルセッション2:喫

煙をめぐる看護の取 り組み一看護師によるわが国の喫

煙対策推進をめざして一 第53回 日本心臓病学会

2005年9月 大阪市

9)荒	 木田美香子,西 森理恵 看護 ・介護職場における腰

痛予防における作業方法の検討をすすめるために 第

15回 産業医 ・産業看護全国協議会,2005年10月 広

島市

10)荒 木田美香子 養護教諭の資質向上を目指 したモデ

ル ・コア ・カリキュラムの提案に対 して,看 護系大学

の立場から 日本教育大学協会全国養護部門主催公開

シンポジウム:実 践力のある養護教諭の育成に向けて

養護教諭の資質向上を目指したモデル ・コア ・カリキ

ュラムの提案2005.年10月,東 京(千 代田区)

iv学 会 一 般 演 題

1.国 際 学 会

1)ItoY,Oh皿oY,KasaharaS,aikK,UraR,TanakaH,
 

TsukumaH,OshimaA.THEEVALUATIONOFTHE
 

IMPROVEMENTFORCANCERSURVIVAL,US-NG
 

THEMETHODOFAGEANDSTAGEADJUSTED
 

SURVIVALRATE,OSAKA-NJAPAN.27thAnnual
 

MeetingoftheInternationalAssociationofCancer
 

Registries,September.2005,Entebbe,Uganda
 

2)UraR,OhnoY,
 __'kaK,ItoY,TsukumaH,OshimaA.
 

THESTUDYONTHEMETHODLOGYFORTHE
 

ESTIMATIONOF5-YEARCANCERPREVALENCE
 

INOSAKA,JAPAN.27thAnnualMeetingofthe
 

InternationalAssociationofCancerRegistries,
 

September.2005,Entebbe,Uganda
 

3)KoshinoY,OhnoY,'kaK,ItoY,UraR,FujitaM,SuY.
 

THECHANGEOFTHECUREANDTHEMEAN
 

SURVIVALTIMEOFCANCERPATIENTSINHUKiJI,
 

JAPAN.27thAnnualMeetingoftheInternational
 

AssociationofCancerRegistries,September.2005,
 

Entebbe,Uganda
 

4)KoshinoY,OhnoY,HashimotoM,YoshidaM.
 

QUANTITATIVEANALYSISOFCARE-GIVING
 

MOTIONUSINGA3-DMOTIONANALYSIS.3rd


EuropeanMe(lical&BiologicalEngee血gConference,
 

November.2005,Prague,CzechRepublic
 

一96一

5)ArakidaM.,UemastuK,TastumiA.MentalHealth
 

ActivityinWorkplacebytheNominalGroupProcess
 .
 

TheSecondICOHInternationalConferenceon
 

PsychosocialFactorsatWork,2005.80kayamaQapan)
 

6)NagaiM.ArakidaM.Mentalhealthactivityin
 

community-Examinationofeffectsofpsychological
 

interventionforjuniorhighschoolandelementaryschool
 

student'sparentsThe3rdInternationalConferenceon
 

CommunityHealthNursingResearch2005.9Tokyo
 

(Japan)
 

7)MiyamotoM.,ArakidaM.OhzekiT,NakanishiT,
 

NakagawaY.Relationshipofthebirthweightandweight
 

increaserateintheinfancytotheobesityinadolescence.
 

The3rdInternationalConferenceonCommunityHealth
 

NursingResearch2005.9Tokyo(Japan)
 

8)NishijimaN,ArakidaM.Examinationoffactorsthat
 

childrentransmitthehealthinformationtothefamily
 

The3rdInternationalConferenceonCommunityHealth
 

NursingResearch2005.9TokyoQapan).
 

9)KutsumiM,§	 魍,ItoM,M瓶amiH.Service
 

utilizationtrendsinlowcaregroupfor3consecutive
 

yearsof2000to2002.The3rdInternationalConference
 

onCommunityHealthNursingResearch,Sep.2005,
 

Tokyo
 

10)ItoM.VaccinationrateofBCGandCommunity
 

CharacteristicsinJapan.The3rdInternational
 

ConferenceonCommunityHealthNursingResearch,
 

Sep.2005,Tokyo
 

11)ArimaS,MikamiH.Developmentandevaluationofthe
 

tobaccoeducationprogramfornursingstudents.The3rd
 

internationalconferenceoncommunityhealthnursing
 

research.Sep.2005,Tokyo
 

12)MikakoArakida,MikuYamashita,MichikoNagai
 

Developmentofthementalhealthservicesina
 

manufacturingcompany-Fromtheunderstandingofthe
 

actualstatetomeasures13thInternationalCongresson
 

OccupationalHealthServices2005.12Utsunomiya
 

(Japan)
 

13)YamashitaM.,ArakidaM.Possibilityofpresenteeism
 

forevaluationofJapaneseoccupationalhealthservices.
 

13thInternationalCongressonOccupationalHealth
 

Services2005.12Utsunomiya(Japan)
 

14)ArakidaM.Examinationofrelationbetweenfamily




systemandmentalhealthstateinfamilywithadolescent.

7thIntemationalFamilyNursillgConference2005ユ2 

Victoria(Canada)

2.国 内学会

1)宇	 野真由美,小 笠原知枝,高 橋育代,片 山由加里 静

脈注射実施過程における指差呼称の効果 第31回 日

本看護研究学会.2005年7月,札 幌市

2)長	 谷川智子,田 邊美智子,大 北美恵子,橘 幸子,小 笠

原知枝,久 米弥寿子,高 橋育代,岡 崎寿美子 古橋洋

子,山 本裕子 看護診断ラベルの関連因子と看護 目標

から評価した診断の正確性と難易度の検討 第11回

日本看護診断学会学術大会.2005年7月,横 浜

3)山 本裕子,小 笠原知枝,久 米弥寿子,高 橋育代,岡 崎

寿美子,古 橋洋子,長 谷川智子 糖尿病看護領域にお

ける看護診断と看護介入 第11回 日本看護診断学会

学術大会.2005年7月,横 浜

4)前	 川恭子,坂 下智珠子,猪 又克子,岡 崎寿美子,小 笠

原知枝,久 米弥寿子,高 橋育代,田 邊美智子,長 谷州

智子,山 本裕子,古 橋洋子 消化器外科術患者におけ

る看護診断ラベル ・診断指標 ・介入の実態 第11回 日

本看護診断学会学術大会.2005年7月,横 浜

5)大	 野ゆう子,立 花直子,笠 原聡子,野 田裕子 閉塞性

睡眠時無呼吸症候群の要治療群判別ロジックの分析

第22回 日本コンピュータサイエンス学会学術総会.

2005年10月,大 阪市

6)笠 原聡子,山 野園子,阪 倉直子,大 野ゆう子 高齢者

の階段下降時における視点移動の特徴 生体医工学シ

ンポジウム2005.2005年9月,吹 田市

7)笠 原聡子,上 田樹里,検 見崎兼治,大 野ゆう子 完全

電子カルテ化病院におけるタイムスタディ分析 一看護

師の電子カルテ使用状況について一 第22回 日本コ

ンピュータサイエンス学会学術総会.2005年10月,

大阪市

8)三	 輪のり子,中 村隆,成 瀬優知,大 江洋介,大 野ゆう

子 日本の脳卒中死亡数の2050年 までの将来推計

第64回 日本公衆衛生学会総会.2005年9月,札 幌市

9)竹	 村明子,大 野ゆう子,'雑 賀公美子,伊 藤ゆり,笠 原

聡子 禁煙による疾病リスクの低下に伴う医療費の変

化～受動喫煙による医療費を考慮して 第64回 日本

公衆衛生学会総会.2005年9月,札 幌市

10)太	 田垣尚子,大 野ゆう子,伊 藤ゆり,鈴 木珠美,八 尾

正之,立 花直子,大 倉睦美,嶋 本喬 睡眠呼吸障害に

おけるピッツバー グ睡眠質問票を規定する因子 第

大 阪 大 学 看 護 学 雑 誌Vol.12No.1(2006) 

64回 日本公衆衛生学会総会.2005年9月,札 幌市

11)徳 田恵,前 田有希,笠 原聡子,大 野ゆう子,沼 崎穂高,

浦梨枝子 いい看護観察とは～酸素療法中の患者に対

する看護学生の注視点分析よ り～ 第64回 日本公衆

衛生学会総会.2005年9月,札 幌市

12)前 田有希,徳 田恵,笠 原聡子,大 野ゆう子,雑 賀公美

子,伊 藤ゆり 酸素療法中の患者に対する看護観察に

関する学習段階別にみた看護学生の視線移動の特徴

第64回 日本公衆衛生学会総会.2005年9月,札 幌市

13)浅 原千智,大 野ゆう子,笠 原聡子,石 井豊恵,沼 崎穂

高 看護師の役割機能別病棟移動パタン分析及び患者

病室配置が看護動線に与える影響 第64回 日本公衆

衛生学会総会.2005年9月,札 幌市

14)浦 梨枝子,大 野ゆう子,雑 賀公美子,伊 藤ゆり,大 島

明	 大阪府がん登録データを用いた5年 有病者数推計

方法の検討 第64回 日本公衆衛生学会総会.2005年

9月,札 幌市

15)木 村容子,大 野ゆう子,雑 賀公美子,伊 藤ゆり,八 尾

正之,立花直子,大 倉睦美,嶋 本喬RLS(RestlessLegs

Syndrome)と フェリチン値の検討 第64回 日本公衆

衛生学会総会.2005年9月,札 幌市

16)越 野八重美,大 野ゆう子,吉 田正樹 三次元動作解析

による熟練者と非熟練者の介助動作の比較 第64回

日本公衆衛生学会総会.2005年9月,札 幌市

17)越 野八恵美,大 野 ゆう子,橋 本 雅至,吉 田 正樹 三

次元動作解析による介助動作の定量的評価 生体医工

学シンポジウム2005.2005年9月,吹 田市

18)横 内 光子,大 野 ゆう子,笠 原 聡子,沼 崎 穂高,石

井 豊恵 作業スケジュー リングからみた看護業務属

性の検討 生体医工学シンポジウム2005.2005年9

月,吹 田市

19)酒 井真紀,阿 曽洋子,矢 野祐美子 全身清拭における

看護師の作業域か らみた筋負荷 日本人間工学会第

13回 システム連合大会2005年3月 東京都

20)岡 みゆき,阿 曽洋子,伊 部亜希,徳 重あつ子,片 山恵,

高田幸恵,前 田知穂,矢 野祐美子3次 元動作解析に

よる体圧分散マットレス上での起き上がり動作の評価

第13回 看護人間工学部会研究会2005年9月 京都

市

21)徳 重あつ子,阿 曽洋子,伊 部亜希,岡 みゆき,片 山恵,

高田幸恵,前 田知穂,矢 野祐美子 脳波からみた坐位

姿勢援助の有効性に関する基礎的研究 一パイ ロット

スタディー 第139回 看護人間工学部会総会 ・研究会 
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2005年9月 京都市

22)岡 みゆき,阿 曽洋子,伊 部亜希,徳 重あつ子,片 山恵

体圧分散マットレスの違いによる起き上が り動作時の

生体負担の評価 第26回 バイオメカニズム学術講演

会2005年10月 大田原市

23)徳 重あつ子,阿 曽洋子,伊 部亜希,岡 みゆき,片 山恵,

矢野祐美子 坐位姿勢の脳活性への有効性 に関する

基礎的研究 一前頭葉の脳波分析か ら一 第26回 日本

バイオメカニズム学術講演会2005年10月 栃木県

大田原市

24)山 本美輪,和 泉京子,阿 曽洋子 介護保険における 「要

支援」・「要介護1」 の後期高齢者のADL・IADLの 実

態 第25回 日本看護科学学会2005年11月 青

森市

25)和 泉京子,山 本美輪,阿 曽洋子 介護保険における 「要

支援」・「要介護1」 の後期高齢者の心理状況の実態 第

25回 日本看護科学学会学術集会2005年11月 青森

市

26)荒 木田美香子,林 真由美,白 井文恵,片 桐和枝 テレ

ビゲームが中学生の対人関係に与える影響 第52回

日本学校保健学会2005年10月 仙台市

27)林 真由美,荒 木田美香子,笠 島亜理沙,白 井文恵 中

学生のピアエデュケーションによる性教育の効果 第

52回 日本学校保健学会2005年10月 仙台市

28)笠 島亜理沙,白 井文恵,荒 木田美香子 食育における

養護教諭と学校栄養職員の連携状況 とその推進要因

第7回 日本地域看護学会2005年6月 豊田市

29)荒 木田美香子,飯 田澄美子,津 島ひろ江,石 原昌江 ワ

ークショップ:養 護教諭1種 の養成課程を持つ看護系

大学の課題 と対応 シラバスの調査か ら 第7回 日本

地域看護学会2005年6月 豊田市

30)荒 木田美香子,植 松清美,巽 あさみ,村 田淳子 ノミ

ナル ・グループ ・プロセスによる話し合いを取 り入れ

た職場のメンタルヘルスの取り組み(第1報)管 理職

を対象 とした話 し合いか ら 第78回 産業衛生学会

2005年4月 東京(港 区)

31)植 松清美,荒 木田美香子,巽 あさみ,村 田淳子 ノミ

ナル ・グループ ・プロセスによる話し合いを取り入れ

た職場のメンタルヘルスの取り組み 製造業の職場で

の実践から 第78回 産業衛生学会 東京(港 区)2005

年4月 東京(港 区)

32)村 田淳子,荒 木田美香子 ヘルスリテラシー と生活習

慣・健康診断結果の関連性の検討 第78回 産業衛生学

会2005年4月 東京(港 区)

33)川 合淑子,荒 木田美香子HIV感 染者/AIDS患 者に対

する受容行動における認識について 中小企業と大企

業を比較して第78回 産業衛生学会2005年4月 東

京(港 区)

34)溝 田友里,井 上洋士,山 崎喜比古,清 水(丸 山)由 香,

伊藤美樹子,関 由起子,若 林チヒロ,渡 辺(楠 永)敏

恵,的 場智子,八 巻知香子,etal:薬 害HIV感 染患者 ・

家族の生活実態とニーズに関する調査研究一第1報:

初年度面接調査の位置づけ一.第31回 日本保健医療社

会学会大会(熊 本市),2005.5

35)九 津見雅美,伊 藤美樹子,三 上洋 介護保険制度にお

ける居宅介護サービス利用者の意向および要望.第31

回日本保健医療社会学会大会(熊 本市),2005,5

36)九 津見雅美,大 角和,丸 谷祐子,杉 浦圭子,伊 藤美樹

子,三 上洋 家族介護者のサービス利用意識と居宅介

護サービス利用状況の変化に関する分析.第47回 日本

老年医学会学術集会 〔東京都千代田区〕.2005.6

37)杉 浦圭子,三 上洋,伊 藤美樹子 要介護者の問題行動

由来の介護負担感と用介護度および介護保険サー ビス

利用との関係の検討.第47回 日本老年医学会学術集会

〔東京都千代田区〕2005.6

38)伊 藤美樹子,北 山朋美,小 野木麻里,京 田薫 麻疹 と

風疹の予防接種率と地域特性.第64回 日本公衆衛生学

会 札幌市,2005.9

39)大 角和,三 上洋 介護保険利用下の要介護者が在宅生

活を継続できた要因の検討 第64回 日本公衆衛生学

会,札 幌市2005.9

40)小 野木麻里,北 山朋美,三 上洋,伊 藤美樹子3歳 児

健康診査における問診票の全国調査.第64回 日本公衆

衛生学会総会 札幌市,2005.9

41)丸 谷祐子,京 田薫,伊 藤美樹子,三 上洋 入院患者と

介護保険認定者を用いて算定した健康寿命における構

成概念妥当性の検討.第64回 日本公衆衛生学会 札幌

市,2005.9

42)文 鐘聲,三 上洋 地域高齢者の主観的健康感を規定す

る要因に関する比較研究一 日本人と在 日韓国 ・朝鮮人

第64回 日本公衆衛生学会 札幌市,2005.9

43)山 北順子,三 上洋 資料検索による地区組織活動にお

ける看護職者の抱える問題点 第64回 日本公衆衛生

学会 札幌市,2005.9

44)矢 山壮,三 上洋,有 馬志津子 看護学生による喫煙者

への禁煙サポー ト・非喫煙者への防煙教育プログラム 
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の実施と評価 第64回 日本公衆衛生学会 札幌市, 

2005.9


45)井 上洋士,江 口依里,濱 松渓子,九 津見雅美,山 崎喜

比古,溝 田友里,伊 藤美樹子,清 水由香,清 水準一,

大平勝美,後 藤智巳,小 山昇孝,藤 原良次 薬害HIV

感染被害者(患 者 ・家族)の 生活実態調査 第1報:

調査概要と健康状態 ・医療.第64回 日本公衆衛生学会

札幌市,2005.9・

46)江 口依里,井 上洋士,濱 松渓子,九 津見雅美,伊 藤美

樹子,山 崎喜比古,清 水由香,溝 田友里,的 場智子,

望月美栄子,大 平勝美,後 藤智巳,小 山昇孝,藤 原良

次 薬害HIV感 染被害者(患 者 ・家族)の 生活実態調

査 第2報:患 者の捉えるスティグマと影響.第64

回日本公衆衛生学会 札幌市,2005.9

47)濱 松渓子,井 上洋士,江 口依里,九 津見雅美,伊 藤美

樹子,山 崎喜比古,溝 田友里,清 水由香,若 林チヒロ,

渡辺敏恵,大 平勝美,後 藤智巳,小 山昇孝,藤 原良次

薬害HIV感 染被害者(患 者・家族)の 生活実態調査 第

3報:就 職 ・就労の継続における困難.第64回 日本公

衆衛生学会 札幌市,2005.9

48)九 津見雅美,井 上洋士,江 口依里,濱 松渓子,山 崎喜

比古,溝 田友里,伊 藤美樹子,清 水由香,服 部いつみ,

八巻知香子,星 野周也,大 平勝美,後 藤智巳,小 山昇

孝,藤 原良次 薬害HIV感 染被害者(患 者 ・家族)の

生活実態調査 第4報:生 存患者の親がうけた影響.

第64回 日本公衆衛生学会 札幌市,2005.9

49)三 上洋 看護学生を対象とするたばこ教育プログラム

の開発とその評価 コメディカルセッション2:喫 煙

をめ ぐる春護の取 り組み 第53回 日本心臓病学会

2005年9月 大阪市

50)伊 藤美樹子,山 崎喜比古,清 水準一 薬害HIV感 染被

害がもたらした影響と生存被害者の今日的ニーズを探

る当事者参加型 リサーチ.第25回 日本看護科学学会学

術集会(青 森市),2005.11

51)岸 田利香,伊 藤美樹子 病棟看護師の経験年数別にみ

たキャリア継続意向と職業満足度。第25回 日本看護科

学学会学術集会(青 森市),2005.11

52)九 津見雅美,三 上洋 介護老人保健施設における認知

症者の特徴 第16回 日本老年医学会近畿地方会 大

阪市2005.11

53)文 鐘聲,三 上洋 地域在住高齢者の転倒に関連する要

因の検討 第16回 日本老年医学会近畿地方会 大阪

市2005.11

54)溝 田友里,井 上洋二,山 崎喜比古,清 水由香,伊 藤美

樹子,関 由起子,若 林チヒロ,的 場智子,八 巻知香子,

大平勝美,小 山昇孝,後 藤智巳,森 戸克則 薬害HIV

感染被害者への面接調査 第1報:生 存患者からの聞

きとり.第19回 日本エイズ学会学術集会(熊 本市), 

2005.12

55)井 上洋二,溝 田友里,山 崎喜比古,清 水(丸 山)由 香,

伊藤美樹子,江 口依里,関 由起子,若 林チヒロ,的 場

智子,八 巻(木 村)知 香子,大 平勝美,小 山昇孝,後

藤智巳,森 戸克則 薬害HIV感 染被害者への面接調査

第2報:家 族からの聞きとり.第19回 日本エイズ学会

学術集会(熊 本市),2005.12

56)瀬 尾菜奈枝,伊 藤美樹子,門 田憲亮,林 知里 若年者

における体位別にみた下肢静脈 うっ滞の検討.第12

回医用近赤外線分光法研究会(大 阪市),2005.12

57)白 井文恵,平 山幸雄,土 肥義胤 肺結核患者の末梢血

単球のBCG菌 貧食がIP-10産 生に及ぼす影響 第78

回日本細菌学会総会.2005年4月,東 京

V受 賞

1)瀬	 尾菜蠢弦 若年者におけるエコノミークラス症候群

のリスク把握～下肢の血流動態の把握とそれに影響す

る要因の検討.(研 究指導;伊 藤美樹子),課 外研究奨

励費報告,い ちょう祭,大 阪大学,2005.5

2)瀬	 尾菜奈枝,門 田憲亮,林 知里 若年者におけるエコ

ノミークラス症候群のリスク把握～下肢の血流動態の

把握とそれに影響する要因の検討.(研 究指導;伊 藤美

樹子),第5回SPSSOPENHOUSE研 究奨励賞,SPSS 

JapanInc.2005.11


vi特 許 なし

Vll共 同研究 ・外部資金

1)業	 務量調査をもとにした21世 紀型大学附属病院にお

ける運営評価方法の研究,大 野ゆう子(代 表),稲 邑

清成,門 田守人,武 田裕,手 島昭樹,笠 原聡子 科学

研究費補助金,基 盤研究B,2005年

2)看	 護技術提供時の動作分析による作業効率性の評価 と

看護経済性の指標の開発,阿 曽洋子(代 表),小 笠原

知枝,三 上洋,東 照正,久 米弥寿子,矢 野祐美子,高

橋育代,細 見明代,科 学研究費補助金,基 盤研究B,

2005年

3)要	 介護認定における要支援及び要介護1の 要介護度の

推移の状況 とその要因からみた介護予防プログラムの 
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開発に関する研究,和 泉京子,阿 曽洋子,津 村智恵子,

上野昌江,平 成17年 度厚生労働科研研究費補助金(長

寿科学総合 研究事業),2005年 大阪難病財団

4)体	 圧分散マットレスの有効性に関する研究,岡 みゆき,

阿曽洋子,ス リーエム研究助成2005年

5)難	 病患者に対する褥瘡看護技術の検証 一清拭方法と皮

膚機能との関係一 阿曽洋子,矢 野祐美子,細 見明代,

伊部亜希,石 澤美保子,片 山恵,宮 嶋正子 大阪難病

研究財団平成17年 度医学研究助成2005年

6)臨	 床実習連動型シミュレーション集中 トレーニング法

による面接教育プログラムの開発,久 米弥寿子(代 表) ,

小笠原知枝,笠 原聡子,矢 野祐美子 科学研究費補助

金,基 盤研究C,2005年

7)松	 葉杖使用による階段歩行時の視線及び姿勢変動,笠

原聡子,科 学研究費補助金,若 手研究B,2005年

8)タ	 ーミナル期の患者を対象とした退院支援の現状と看

護師の役割に関する研究,矢 野祐美子,科 学研究費補

助金,若 手研究B,2005年

9)荒	 木田美香子,堀 妙子,永 井道子,中 野照代,飯 田澄

美子,福 永博文 地域保健と学校保健の連携による心

の健康づくりプログラムの開発と評価 文部科学省研

究費補助金(基 盤研究B)150万(2005年)2004-2006

年

10)津 島ひろ江,小 野ミツ,荒 木田美香子,野 坂久美子 学

校における医療的ケアの 「コーディネーション」機能

の明確化 と修得プログラムの開発一養護教諭のコーデ

ィネーターとしての能力向上に向けて一 文部科学省

研究費補助金(基盤研究C)170万(2005年)2005-2206

年

11)岡 田加奈子,荒 木田美香子,徳 山美智子 養護診断の

開発 文部科学省研究費補助金(基 盤研究C)(2005

年)180万 円2005-2006年

12)有 馬志津子 文部科学省研究費補助金(若 手研究B)

180万(2005年)2005-2006年

13)早 川和生 乳幼児期におけるTwin-Language(宇 宙語)

現象の発生メカニズムの解明,情 報通信研究機構基礎

先端部門脳情報グループとの共同研究

14)早 川和生 認知症の関連遺伝子探索研究,大 阪大学大

学院医学系研究科ポス トゲノム疾患解析学講座(精 神

科)と の共同研究

15)早	 川和生 双子老人2,500組 の追跡調査からみた知的

能力の老化に関与するライフスタイル要因の研究,大

和証券ヘルス財団100万

16)中 村裕美子,小 林孝子,大 瀧貴子,吉 原 彩,尾 ノ井

美由紀,基 盤研究C共 同研究 入院か ら在宅への移

行支援における継続看護支援モデルの構築

病院看護部

1.原 著

1)梅	 田英子,藤 村 まゆみ,山 口佐代子,大 雲千春,平 林

高子,河 上智香,藤 原千恵子 小児がんで入院中の子

どもを持つ両親の心理状態とコーピングの特徴 大阪

大学看護学雑誌 第11巻 第1号11-17頁

2.誌 上発表

1)谷	 浦葉子,越 村利恵,福 岡富子 個人を尊重したキャ

リア開発プログラムの構築一看護部キャリア開発セン

ターの設置一 看護展望2005年30巻2号39-45頁

2)岩 崎朋之,河 上智香,木 村澄子,三 島彩子,柿 添真由

美,藤 原千恵子 初めて入院する乳幼児をもつ親の不

安と期待するソーシャルサポー ト 大阪大学看護学雑

誌 第11巻 第1号38-42頁

3)小 谷牧子,隅 陽子,中 井祥子,湯 村佳奈子,東 根華子,

行政美佳,三 木梨沙,野 村幸子,藤 原千惠子 わが子

の熱性けいれんを体験 した親の気持ちと対応 大阪大

学看護学雑誌 第11巻 第1号18-23頁

4)平	 尾幸美,松 本晴美,浪 下和子 ドレナージ管理Do!

ブレインナーシング2005年 第21巻 第5号39-45頁

メディカ出版

5)斉 藤美紀子,南 正人,奥 村明之進,高 原史郎,松 田暉

レシピエントコーディネーターの実際一肺移植一 移

植(Uo1.40No.1)25-32頁

6)斉	 藤美紀子 心臓移植後におけるレシピエント移植コ

ーディネーターの役割 レシピエント移植コーディネ

ーターマニュアル370 -380頁2005日 本医学館

7)斉	 藤美紀子 膵臓移植におけるレシピエント移植 コー

ディネーターの役割 レシピエント移植コーディネー

ターマニュアル423-428頁2005日 本医学館

8)保	 条麻紀,中 山サツキ,中 島昌子,森 本美鶴,黒瀬 泉,

早瀬麻子 緊急母体搬送前後における妊産婦と夫の実

態調査から一助産師の連携と看護の課題一 助産雑誌

59巻7号

9)鍋	 谷佳子MRSAとVREの 感染対策INFECTION

CONTROLVo1.14No.943-47頁2005,メ ディカ

出版

10)田 墨惠子 ターミナル期にある人の持つ力を支える援 
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助,89-96:鈴 木志津枝,内 布敦子編集,緩 和 ・ターミ

ナル期看護論,ヌ ーベルヒロカワ

11)田 墨惠 子 外来化 学療法 を受 け る人へ の看 護,

398-403:鈴 木志津枝,藤 田佐和編集,慢 性期看護論,

ヌーベルヒロカワ

12)田 墨恵子 専門看護師の今 「外来での活動(外 来化学

療法)」,臨 床看護31(11),1599-1604

13)水 谷綾子 手術をスムーズにする看護 オペナーシン

グVb1.20No..867-71頁

14)水 舟千佳子,長 岡淳子,田 中春美 母子分離した母親

の初回抱 っこ時における対児感情の比較一着衣抱っこ

とカンガルーケアを比較して一 大阪母性衛生学会雑

誌 第41巻1号84頁

15)松 田未央,長 岡淳子,田 中春美 早期頻回授乳が母乳

哺育に及ぼす影響 大阪母性衛生学会雑誌 第41巻1

号95頁

16)木 村直美,長 岡淳子,田 中春美 妊婦の出産準備行動

に対する取り組み状況 と取 り組みを阻害する要因 大

阪母性衛生学会雑誌 第41巻1号101頁

3.学 会発表

1)七 田真美,永 松彩子,井 口和江,野 口成子,前 田正美

生体腎移植 ドナーの精神的援助に向けた ドナーアンケ

ー ト・ドナーチェックリス トの使用を試みて 第38

回腎移植学術集会

2)原 田雅子 食道がん手術患者が術後 に抱く術前の認P

と実際の術後状態 とのギャップ 第19回 日本がん看

護学術集会

3)松	 田未央,長 岡淳子,田 中春美 早期頻回授乳が母乳

哺育に及ぼす影響 第43回 大阪母性衛生学会

4)長	 岡淳子,河 村有亜,田 中春美,今 田恭子,吉 岡キヨ

子 当院での周産期におけるDV被 害者への取 り組み

第19回 日本助産学会

5)木 村直美,長 岡淳子,田 中春美 妊婦の出産準備行動

に対する取 り組み状況と取 り組みを阻害する要因 第

43回 大阪母性衛生学会

6)水	 舟千佳子,長 岡淳子,田 中春美 母子分離した母親

の初回抱っこ時における対児感情の比較 一着衣抱っ

ことカンガルーケアを比較して一 第43回 大阪母性

衛生学会

7)谷 浦葉子,越 村利恵,福 岡富子 研修会場と病棟が共

振する研修 プログラムー中堅看護師研修での試み一

第52回 日本グループ ・ダイナミックス学会

8)後 藤美紀 重症救急患者における腸内の有機酸に関す

る検討 第20回 日本静脈経腸栄養学会

9)後	 藤美紀 重症救急患者における腸内の有機酸に関す

る検討 第9回CCM輸 液 ・栄養研究会

10)東 村昌代,川 地文子,上 田博美 耳鼻咽喉科病棟 にお

ける吸引カテーテル管理及び手技の実態調査 第5回

日本感染看護学会学術集会

11)東 村昌代,上 田博美 吸引カテーテルシングルユース

による経済効果の検証 第20回 日本環境感染学会

12)中 村美香 心臓弁膜症患者への退院指導の検討 第

19回 心臓血管外科ウインターセミナー

13)山 名田陽子OPCAB,CABG術 後在院日数の比較検討

第19回 心臓血管外科ウインターセミナー

14)藤 原優子 大阪大学医学部附属病院糖尿病ケア ・看護

外来の活動と糖尿病ケアチームのあり方 第1回 近畿

チーム医療研究会

15)新 開祐幸,京 力深穂 独 自の危機介入の手引きを用

いた初療待機中の家族援助の検討 第8回 日本臨床

救急医学会

16)後 藤美紀,京 力深穂 侵襲にともなう腸内有機酸濃

度の変化 第28回 日本栄養アセスメント研究会

17)福 井良子 外傷性脳損傷者の主介護者にとってのソ

ーシャルサポー ト 第31回 日本看護研究学会学術集

会

18)森 久保裕,京 力深穂 心肺停止症例における処置経

過用紙の作成 第92回 近畿救急医学研究会

19)樋 口華奈 看護師の入院体験がその後の看護に与え

る影響 第9回 日本看護管理学会

20)冨 永貴子,山 下忍,福 田美保,京 力深穂 挿管 日数

と体重増加の褥瘡発生との関係 第7回 日本褥瘡学

会学術集会

21)冨 永貴子,山 下忍,福 田美保,京 力深穂 当院救命

センターにおける褥瘡の発生状況と体圧 との関連性

第7回 日本褥瘡学会学術集会

22)後 藤美紀Shortchainfattyacidsinthecolonin 

criticallyillpatients2005/ESPEN

23)梅 林寛人 当院救命センターにおける看護師のバー

ンアウトの実態調査 第7回 日本救急看護学会学術

集会

24)後 藤美紀,増 田智子,京 力深穂 重症救急患者の呼

吸器より分離されるMRSAと 緑膿菌の背景因子 第

7回 日本救急看護学会学術集会

25)平 井里依子 造血幹細胞移植患者に対する口腔内観

察表の有効性の検討 第36回 日本看護学会(看 護総 
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合)

26)天 野裕子,前 田正美,井 口和江 術後,回 復室入室

中患者が不快 と感 じる病床環境一物理的環境因子に

焦点を当てて一 第36回 日本看護学会(看 護総合)

27)寺 田好美,谷 口貴子,井 口和江,前 田正美,高 尾徹

也,辻 村 晃,奥 山明彦 尿道的手術後の尿道カテ

ーテル留置に伴う膀胱刺激症状に対する音楽の効果

第18回 日本老年泌尿器科学会

28)寺 田好美,井 口和江,前 田正美,高 尾徹也,辻 村 晃,

奥山明彦 尿道的手術後の尿道カテーテル留置に伴

う膀胱刺激症状に対する音楽の効果 第12回 日本排

尿機能学会

29)橋 爪淳子,長 岡淳子,田 中春美 分娩後の早期離床

に影響を及ぼす要因 第46回 日本母性衛生学会

30)矢 田奈美子,下 屋浩一郎,東 田有加,河 村有亜,長

岡淳子,田 中春美,今 田恭子,吉 岡キヨ子,村 田雄

二 産科外 来にお ける妊産婦 に対す るDomestic

violence(DV)に 対する取 り組み(第2報)第46

回日本母性衛生学会

31)若 松良衣,中 島鮎美,高 巣明日香,前 薗恵子,前 屋

敷晴美,松 崎彰信 経産婦の自覚疲労が未就学の第

一子の疲労度や行動に及ぼす影響46回 日本母性衛

生学会

32)鈴 木 尚代,井 口 和江 監査回数別にみた看護経過

記録における記録監査の効果 第36回 日本看護学会

(看護管理)

33)小 川 馨,堂 野恵三,梅 下浩司,丸 橋繁,斉 藤美紀

子,久 保田香,門 田守人 急性肝不全患者の往診

時のレシピエントコーディネーターの役割 第41回

日本移植学会

34)斉 藤美紀子,小 川馨,久 保田香,福 嶌教偉,門 田守

人 ドナーコーディネーターとレシピエントコーデ

ィネーターの関わり 第41回 日本移植学会

35)甲 斐美貴子,竹 内佳織,人 見裕子,松 本啓子 在宅

における高齢者の役割の意味7高 齢者の聞き取 り調

査から一 第36回 日本看護学会(地 域看護)

36)岡 本友紀 患者への傾聴に対する看護師の認識 第

36回 日本看護学会(看 護管理)

37)井 上有美子 大学病院精神科病棟 における退院支援

ディスチャージプランナー養成研修か らの学び 第

11回 日本精神科看護技術協会精神科 リハビリテーシ

ョン

38)中 筋美子 精神科病棟看護師の防災意識に関する調

査 日本精神科看護技術協会平成17年 度大阪府支部

看護研究発表会

39)柳 川千里,岩 崎朋之 一般病棟 における看護経過記

録の現状と電子カルテ導入への課題 第36回 日本看

護学会(看 護管理)

40)栗 林由季 手術当日の手術室移送までに外科病棟で

行っている精神的ケアの実態 第36回 日本看護学会

(成人看護1)

41)南 出志乃 形成外科的手術を受ける強いこだわ りの

ある統合失調症患者の看護 第36回 日本看護学会

(精神看護)

42)南 薫 造血幹細胞移植患者の味覚障害における看

護師の認識 と看護介入の実態 近畿地区看護研究学

会

43)越 村利恵 医師によるイ ンフォーム ド・コンセ ン ト

における看護師の役割 第31回 日本看護研究学会

44)梅 田英子,藤 村 まゆみ,平 林高子,河 上智香,藤 原

千恵子 小児がんの子 どもを持つ両親のソーシャル

サポー トの現状 第36回 日本看護学会(小 児看護)

45)藤 原優子 阪大病院における専門看護外来/糖尿病ケ

ア ・看護外来一チーム医療 におけるフットケアの実

践一 第5回 大阪内分泌代謝ボーダレスカンファレ

ンス

46)藤 原優子,山 本かをる,松 久宗英,山 崎義光1型

糖尿病における発汗異常の早期診断の試み 第42回

日本糖尿病学会近畿地方会

47)藤 原優子 看護外来における糖尿病患者の予防的フ

ットケアの実際 第265回 大阪大学臨床栄養研究会

48)藤 原優子 大阪大学医学部附属病院専門看護外来に

おける糖尿病患者の予防的 フットケアの実際 第2

回中之島フットケアフォーラム

49)入 江由美子,田 墨惠子他 大学病院における緩和ケ

アチームによるコンサルテーションの実態 第10回

緩和医療学会総会

50)前 田明子 消防訓練 の実際 と今後 の課題Blanca

Diosa創 刊記念研究会

51)井 原真喜子 手術看護記録からみた手術体位による

皮膚障害の実態調査 第22回 日本手術医学会

52)菊 地美香,福 田佐和子 シー ト状洗浄評価インジケ

ータの検討成績 第22回 日本手術医学会

53)岡 本麻衣 生体部分肝移植術を受けた患者の心理的

変化に対する看護介入一 フィンクの危機モデル によ

る考察一 第41回 日本移植学会 
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54)平 田美穂 ドレーン血性排液観察における色表現方

法の検討 一カラースケールを作成 して一 第53回 日

本心臓病学会学術集会

55)大 村優華 子 どもの事故の状況とその防止策につい

ての検討一1歳 半の保護者へのアンケー ト調査か ら

一 第52回 日本小児保健学会

56)小 林恭子 生体膵 ・腎同時移植 ドナーへの看護一看

護診断を通して一第8回 近畿膵移植検討会

57)久 保田香,斉 藤美紀子,松 宮護郎,福 嶌教偉,門 田

守人 小児期心臓移植待機症例への関わり一L▽AS装

着を余儀なくされた患者,家 族への援助一 第41回

日本移植学会

58)久 保田香,斉 藤美紀子,小 川馨,福 嶌教偉,松 宮護

郎,秦 雅寿,澤 芳樹,福 岡富子,高 島成=二,門 田守

人NovacorL'▽AS装 着患者の退院指導 外来管理に

おけるレシピエントコーディネーターの役割 第24

回心臓移植研究会

4.輪 番制研究

5.3年 目研修研究

1)中	 筋美子 精神科病棟看護師の防災認識に関する調査

(神経科精神科病棟)

2)南	 庸代 防災ポスターの掲示による病棟看護師の防

災意識の変化(小 児外科病棟)

3)新	 谷美香 輸液管理チェックリス ト使用による効果一

チェックリス ト使用前後の確認作業の変化と事故発生

件数 ・内容の比較一(心 臓血管外科 ・外科共通病棟)

4)高 橋晶子 血液腫瘍内科病棟スタッフのヒビスコール

Sジ ェル使用に関する教育の有効性(血 液腫瘍内科病

棟)

5)松	 岡真矢 当院救命センタニにおけるMRSA分 離の危

険因子(高 度救命救急セ ンター)

6)蔭 山愛子HLA不 適合造血幹細胞移植後の ドライア

イ自覚症状 と急性GVHDグ	 レー ドとの関連性調査

(クリーン病棟)

7)鳥	 谷梨絵 外泊時の家事動作が乳癌術後患者の患側上

肢 リハ ビリテーションに与える影響(乳 腺内分泌外

科 ・形成外科病棟)

8)吉	 村花織 ペインクリニックのある病棟におけるがん

性疼痛および非がん性慢性痛の疼痛管理に対する看護

師の認識(放 射線科 ・麻酔科 ・神経科精神科 ・神経内

科脳卒中科 ・皮膚科 ・内科共通 ・外科共通病棟)

9)近	 藤真由 がん再発患者における患者基ih情報の活用

の現状 一プライマリ患者 と日々受け持ち患者の情報収

集の比較 一(乳 腺内分泌外科 ・形成外科病棟)

10)南 薫 造血幹細胞移植患者の味覚障害に対する看護

師の注 目度 と看護介入の現状(ク リーン病棟)

11)竹 田真由美 発話制限,床 上安静を強いられた患者の

コミュニケー ション媒体の工夫(大 阪大学歯学部附属

病院中央病室)

12)高 橋京子 治療後安静を要する肝疾患患者の倦怠感の

推移 とフットケアによる緩和効果(消 化器内科病棟)

13)池 尻 朋 統一化された口腔ケアシステムの取 り組み

一看護師が被験者でのナースの意識および口腔状態の

変化を探る一(神 経内科 ・脳卒中科,皮 膚科病棟)

14)平 井優美 経管栄養患者のロ腔ケア指導方 法の実態

(大阪大学歯学部附属病院中央病室)

15)杉 崎奈月 小児鼠径ヘルニア患者用クリニカルパスに

対する家族および看護師の評価(小 児外科病棟)

16)神 前香織 チーム医療における胃切除用クリティカル

パスの有効な運用一医師・看護師問の活用状況の比較

一(呼 吸器 ・消化器外科病棟)

17)松 久通子 神経内科病棟におけるFIMを 用いた機能的

自立度評価 の有用性(神 経内科 ・脳卒中科病棟)

18)椿 山由美 観察項 目スケール表を使用した当病棟での

評価の実態(小 児科病棟)

19)平 田美穂 ドレーン血性排液観察時におけるカラース

ケールの有効性の検証(心 臓血管外科 ・外科共通病棟)

20)中 嶋万里 インターフェロン療法を受けるC型 慢性肝

炎患者のダイアリーを用いた自己管理への看護支援の

試み(消 化器内科病棟)

21)梅 林寛人 当院救命救急センターにおける看護師のバ

ーンアウ トの実態調査(高 度救命救急センター)

22)細 木とも子 ターミナル期看護に携わる看護師のス ト

レスとコー ピングの現状(呼 吸器内科 ・老年高血圧内

科)

23)七 田真美 アロマセラピーによる看護師のス トレス軽

減効果の検証(泌 尿器科病棟)

24)岡 本友紀 患者への傾聴に対する看護師の認識(呼 吸

器内科 ・老年高血圧内科)

25)橋 爪淳子 分娩後の早期離床と分娩時出血量及び分娩

経過との関連(分 娩育児部)

26)今 田志津代 婦人科開腹手術後においてイレウス及び

サブイレウスを合併 した患者の共通因子の検討(産 婦

人科病棟)

27)栗 林由季 手術当日の手術出頭までに行っている精神

的ケアの実態(脳 神経外科病棟) 
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28)原 田慎太郎 手術を受ける患者が術前訪問用パンフレ

ットに求めるニーズ(手 術部)

29)南 出志乃 形成外科的手術をうける統合失調症患者と

の治療的援助関係に関する研究一思考 ・行動全般に強

いこだわりのある患者との関係を役割期待に焦点を当

てて考える一(神 経科精神科病棟)

30)濱 口昭子 ス トーマの受容過程における看護師のかか

わ り(消 化器外科病棟)

31)岡 本麻衣 成人生体部分肝移植術を受けた患者の心理

的変化と看護援助一フィンクの危機理論による分析一

(消化器外科病棟)

32)下 谷尚子 化学療法後の悪性 リンパ腫患者が抱 く不安

と対処行動(血 液腫瘍内科病棟) 
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保 健 学 修 士 論 文

氏 名 論 文 題 目 指導教員

蒲 報 手 がん5年 有病者数推計 一方法論の検討と将来予測一 大野教授

エ

江
グチ

口
エ

依
リ

里

薬 害HIV感 染 のPerceivedStigmaとCourtesyStigma
一薬 害HIV感 染 患 者 と家 族 の薬 害HIV感 染 の隠 匿行 動 とそ れ に 関連 す る要

因 の検 討 か ら 一

早川教授

オオ

大
スミ

角
ナギ

和
介護保険サービス利用下の家族介護者による介護の場の選択に影響を与え

る要因の検討
三上教授

オカ

岡
ミ

み
ユ

ゆ
キ

き 体圧分散マットレスの違いによる起き上がり動作時の生体負担の評価 阿曽教授

茎 望 棄 美
妊娠時の禁煙行動に関連する要因の検討
一尿中ニコチン測定による喫煙状況判定法の確立一 大橋教授

久 霖 魯 崔 保育園児の小児救急受診状況と母親の満足度に関連する要因の検討 永井教授

篥 笛 鍾 蕃
1歳 半の子どもを持つ母親の育児ス トレスとソーシャルサポー ト
ー母親の就業の有無による比較一 藤原教授

サカ

酒
イ

井
ヒ ロ コ

ひろ子
ス トレッサー ・ス トレス認知の育児に対する肯定的側面
一うつ病 リスクのない母親の検討から一 大橋教授

檍 董 溺 手
仰臥位から坐位への姿勢変化がもたらす脳活性への有効性の研究一脳波と

近赤外線測定装置による脳活性の分析か ら一
阿曽教授

輩 遙 妾 書
三陰交ツボ刺激に関する助産師の認識と経皮的電気刺激を用いた三陰交ツ

ボ刺激の生理学的評価
大橋教授

ニイ

新
ノミ

家
カズ

一
テル

輝 小児の入院と母親の付き添いが同胞に及ぼす影響 藤原教授

ニシ

西
ハラ

原
レイ

玲
コ

子
母親の育児不安と双生児の精神運動発達との関連性の検討
一双生児と単胎出生児との比較から一 早川教授

ハマ

濱
マツ

松
ケイ

渓
コ

子
薬害HIV感 染患者が現状を肯定的に捉えるプロセスの検討:就 労 ・非就労

の経験の意味
早川教授

バ

馬
イ

醫
ヨ シ コ

世志子
保健医療従事者の禁煙サポー ト技術と喫煙者の禁煙成功率・行動変容ステー

ジ変化との関連
大野教授

マル

丸
タニ

谷
ユウ

祐
コ

子

長 野 県 に お け る入 院 患 者 率 と介 護 保 険 認 定 者 率 を 用 い た市 町村 別

Disability-FreeLifeExpectancyの 算 定 と社 会 学 的 、行 動 学 的 要 因 との 関連 の

検 討

三上教授

ムラ

村
タ

田
ジュン

淳
コ

子
ヘルスリテラシーの概念の検討
一保健センターで展開される健康教育の場において一 荒木田教授

ヤマ

山
モ ト

本
カ ヨ コ

佳代子
わが国における自己決定理論ヘルスケアモデルの検証
一外来血液透析患者への調査を通 して一 奥宮教授

ヨシ

吉
ダ

田
ス ミ コ

寿美子
関西の複数急性期型病院における尿道留置カテーテルの管理と看護ケアに

関する前向き調査
牧本教授

莠 萢t　 辜 
Theeffectsofindividuallife-stylesoncognitivedeteriorationamong2,000pairs 

ofelderlytwins
早川教授 
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保 健 学 博 士 論 文

氏 名 博 士 論 文 題 目 学位 指導教員

笑 檍 熱 芋
糖 尿 病 患 者 の フ ッ トケ ア行 動 に対 す る看 護 介 入 の検 討

看護学 奥宮教授一セルフケア行動評価尺度J -SDSCAを 用いて一

林
ハヤシ

知
チ

里
サ ト RelationshipAmongTwinLanguage,Twins'BondandSocial 

保健学 早川教授
Competence

藤 由 著 斐	 人 工 股 関節 患 者 にお け る手 術 前 後 のQualityoflifeに 関す る研 究 看護学 牧本教授

ホソ ダ ヤス コ 看護学実習における臨床学習環境のアセスメントとそれに基づ
小笠原教授細 田 泰 子

く臨床教育モデルの構築
看護学

矢
ヤ

倉
クラ

晴
ハル

子
コ

情緒的プロソディ認知処理過程に関する脳磁界計測 保健学 荻野教授

示 霖 藁 手 乳幼児期における双生児の言語学習能力の評価 保健学 三上教授

腎不全患者の動静脈瘻造設後の局所運動による血管育成に関す
薪 蓉 慧 手	 る研究

看護学 城戸教授

オオ ノ カ オ リ 都市超高齢地域で生活する高齢者の栄養実態に関する研究
大 野 かおり 一超高齢社会における高齢者栄養支援のあ り方を求めて一 保健学 三上教授

横
ヨコ

内
ウチ

光
ミツ

子
コ

看護業務スケジュー リング分析に関する研究 看護学 大野教授

カタ ヤマ ユ カ リ

片 山 由加里 看護における感情労働モデルの開発 看護学 小笠原教授

雑
サイ

賀
カ

公
ク

美
ミ

子
コ

がんの外科手術の技術集積性に関する研究 保健学 大野教授 
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